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花のみつを
吸うときは
のびる。

吸う口

成虫の口

モンシロチョウの幼虫は，キャベツやアブラナなど (12)にすみ，それらを食
べます。成虫は，花だんや畑にすみ，(13)を食べます。

卵が産みつけられた葉を，空気が通る穴
あな

の
あいた容

よう

器
き

に入れて (19)場所に置
お

きます。
ふ化したらキャベツの葉などをあたえ，毎日
食べ残

のこ

しやふんのそうじをします。幼虫は手
でさわらないようにします。
さなぎになったらそっとしておくと，やが
て (20)して成虫になります。

キャベツなどの葉
穴

幼虫

水でぬらした
ティッシュペーパー

食べ物とすみか

飼育の仕方

モンシロチョウの幼虫には，胸
むね

の部
ぶ

分
ぶん

にあしが (14)，腹
はら

の部分にあしが (15)

あります。葉を食べるので，(16)です。
モンシロチョウの成虫は，花のみつを食べるので，(17)です。あしには小さ
な (18)があり，花などにつかまりやすくなっています。

からだのつくり

小さな
つめ

成虫のあし

幼虫に生えているあしのうち，胸から生えている
6本が本当のあし，腹から生えているのは「腹

ふく

脚
きゃく

」というあしです。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

あし あし

胸 腹

モンシロチョウ ★★★
モンシロチョウは，日本全

ぜん

国
こく

で見られるチョ
ウです。暖

あたた

かい季
き

節
せつ

になると，成
せい

虫
ちゅう

が 畑
はたけ

や花
だんのまわりなどを飛

と

び回っているのが見られま
す。

モンシロチョウなど，チョウは (1)です。卵
たまご

が (2)すると，幼
よう

虫
ちゅう

は (3)を
くり返

かえ

して大きくなり，やがてさなぎになります。しばらくすると (4)し，成
虫になります。

成長のようす

幼虫
卵のからを
食べる。

ぬけがらさなぎ 成虫

卵
約1mm

キャベツや
アブラナなど
の葉の裏

は うら

だっ皮を
くり返す。

ふ化

羽化

幼虫 キャベツなどの
葉を食べる。

はねがしっかり
とのびる。

モンシロチョウは風が当たりにくい場
ば

所
しょ

で (5)のすがたで冬ごしします。春
になると (6)して成虫になり，めすが (7)に卵を産

う

みます。その卵が成
せい

長
ちょう

し，
2か月ほどで成虫になります。
モンシロチョウは，春から秋にかけて，(8)，というサイクルを何

なん

度
ど

かくり返
しますが，(9)に (10)した幼虫はさなぎになるとそのまま (11)のすがたで冬
ごしします。

動物図鑑ドリル問題 01
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アゲハ（アゲハチョウ） ★★★

アゲハなど，チョウは (21)です。卵
たまご

が (22)すると，幼
よう

虫
ちゅう

は (23)をくり
返
かえ

してすがたを変
へん

化
か

させながら大きくなり，やがてさなぎになります。しばらく
すると (24)し，成虫になります。

成長のようす

卵
約
1mm

ミカンや
サンショウ
などの葉

は

に

とり

危険を
感じると…。

成虫

幼虫
：鳥のふんに
　似せた
　すがた

卵のからを
食べる。

さなぎ

ミカンなどの
葉を食べる。

ふ化

羽化

角を出し，
においを出す。

き けん

幼虫

幼虫

アゲハの幼虫は，ミカンやカラタチ，サンショウなど (33)にすみ，それらを
食べます。成虫は，花だんや街

がい

路
ろ

樹
じゅ

の近くにすみ，(34)を食べます。

食べ物とすみか

アゲハの幼虫には，胸
むね

の部
ぶ

分
ぶん

にあしが (35)，腹
はら

の部分にあしが (36)あります。葉を食べるので，
(37)です。
アゲハの成虫は，花のみつを食べるので，(38)

です。

からだのつくり

アゲハは (25)などで (26)のすがたで冬ごしします。春になると (27)して
成虫になり，めすが (28)に卵を産

う

みます。その卵が成長し，2か月ほどで成虫
になります。
アゲハは，春から秋にかけて，(29)，というサイクルを 2回ほどくり返しま
すが，(30)に (31)した幼虫はさなぎになるとそのまま (32)のすがたで冬ご
しします。

幼虫と成虫で食べ物が同じ昆虫もいますが，ちがう昆虫もいます。昆虫はえさがたくさんある場
ば

所
しょ

を
すみかとするため，幼虫と成虫ですみかが異

こと

なる場
ば

合
あい

もあります。
ふ化してすぐ食べ物の近くにいられるように，幼虫の食べ物がある場所に卵が産みつけられます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

花のみつを
吸うときは
のびる。

吸う口

成虫の口

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。

アゲハは，日本全
ぜん

国
こく

で見られるチョウです。
暖
あたた

かい季
き

節
せつ

になると，成
せい

虫
ちゅう

が花だんや植
うえ

木
き

の花
のまわりなどを飛

と

び回っているのが見られます。

昆
こん

虫
ちゅう

がどのような成
せい

長
ちょう

をするかは，入
にゅう

試
し

問
もん

題
だい

でもよく問
と

われます。チョウのなかまは，
さなぎのすがたになる「完全変態」，セミのなかまは，さなぎのすがたにならない「不

ふ

完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

」…など，なかまごとに整
せい

理
り

して覚
おぼ

えておくのですぞ。
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カイコガ ★★☆
カイコガは，さなぎになるときに糸を出して

(1)を作るガです。その糸は「(2)」として利
り

用
よう

されています。
カイコガは品

ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

が進
すす

んでおり，人間に
世
せ

話
わ

をしてもらわないと生きていくことができ
ません。成

せい

虫
ちゅう

ははねをもちますが，飛
と

ぶこと
はできません。 カイコガのまゆ

卵 幼虫：
はじめは黒色

成虫

クワの葉
を食べる。

は

ふ化 羽化

さなぎに
なる。

幼虫

カイコガの幼虫は (6)という植
しょく

物
ぶつ

の (7)を食べます。

食べ物

カイコガの成虫は，口が退
たい

化
か

しているため食べ物を食べることができません。卵を産
う

むとやがて死
し

ん
でしまいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

アメリカシロヒトリ ★☆☆
アメリカシロヒトリは，幼

よう

虫
ちゅう

が樹
じゅ

木
もく

の葉
は

の裏
うら

などで見られるガです。もともと外国か
ら持ちこまれた (8)ですが，日本でも広く
生
せい

息
そく

しています。
アメリカシロヒトリの幼虫は，サクラやブ
ナなど (9)を食べます。樹木の葉を食べつ
くすため，害

がい

虫
ちゅう

とされることがあります。

成虫
せいちゅう

幼虫

スズメバチ ★☆☆
スズメバチは日本全

ぜん

国
こく

の山などで見られるハ
チで，ハチの中でも大きなからだをもちます。
スズメバチは (10)の形の大きな巣

す

を作り，
集
しゅう

団
だん

で生活します。まれに民
みん

家
か

の屋
や

根
ね

の下な
どに巣を作ります。
スズメバチの幼

よう

虫
ちゅう

は，成
せい

虫
ちゅう

がつかまえた
(11)を食べます。成虫は，幼虫が口から出す
しるや花のみつなどを食べます。

アメリカシロヒトリの卵
たまご

は何
なん

百
びゃっ

個
こ

もまとめて産
う

みつけられます，ふ化
か

した幼虫は葉の裏に巣
す

を作っ
てしばらくは集

しゅう

団
だん

で生活します。樹木の葉を食べつくすと集団で次
つぎ

の樹木に移
い

動
どう

します。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

スズメバチは凶
きょう

暴
ぼう

な性
せい

格
かく

です。巣に近づいた人を集団でおそってくる場
ば

合
あい

があるため，注意が必
ひつ

要
よう

です。また，スズメバチは毒
どく

をもっており，針
はり

でさされると非
ひ

常
じょう

に痛
いた

いだけでなく，そこから毒を
送
おく

りこまれ，場合によっては死
し

んでしまうこともあります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

カイコガなど，ガは (3)です。(4)したばかりの幼虫は黒っぽい色をしており，
成長するに従

したが

って白くなります。やがてさなぎになり，(5)します。

成長のようす

イラガも，カイコガのようにまゆを作ります。イラガの幼
よう

虫
ちゅう

は夏から秋にかけてカキやサクラ，クリの葉
は

を食べて成
せい

長
ちょう

し，木の枝
えだ

にまゆを作ってその中でさなぎのすがたで冬
ごしします。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

まゆ：
中にさなぎが
入っている。

幼虫
成長して…。

イラガ

動物図鑑ドリル問題 02
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ミツバチ ★★★
ミツバチは，野原などでよく見られるハチで

す。
ミツバチの成

せい

虫
ちゅう

は (12)を集
あつ

めて巣
す

に持
も

ち
帰り，別

べつ

の形にかえてたくわえます。これがわ
たしたちが食べる「ハチミツ」で，食用とされ
ています。
ミツバチは (13)を作って (14)で生活します。
各
かく

自
じ

の役
やく

割
わり

分
ぶん

担
たん

がしっかりと決まっています。

ミツバチなど，ハチは (15)です。巣に 1匹
ぴき

だけいる (16)がたくさんの卵
たまご

を産
う

みます。卵が (17)すると，幼
よう

虫
ちゅう

は (18)に世
せ

話
わ

をされて成
せい

長
ちょう

します。や
がてさなぎになり (19)しますが，多くの成虫は働きバチとなり，1匹だけが女
王バチとなります。

成長のようす

1つ 1つが
部屋。

成虫

さなぎ

幼虫
卵

部屋の中の
ようす

部屋の入り口から
見たようす

へ   や

ハチミツを取るために飼
か

われているミツバチの多くは，外国から入ってきた「セイヨウミツバチ」で
す。以

い

前
ぜん

は，もともと日本にいた「ニホンミツバチ」が飼われていました。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ミツバチの女王バチ，働きバチはめすです。女王バチがある時
じ

期
き

に受
じゅ

精
せい

していない卵を産むと，その
卵からたくさんのおすがうまれます。その中のおすが女王バチと交

こう

尾
び

します。役
やく

目
め

を終
お

えたおすは巣
から追

お

い出され，死
し

んでしまいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ミツバチは，(20)のすがたで，巣の中心に集
あつ

まって冬ごしします。

ミツバチの幼虫は，働きバチが集めた (21)や働きバチが出す (22)という液
えき

を食べます。働きバチは，(23)や (24)を食べます。女王バチは (25)を食べます。

食べ物

ミツバチの成虫は，花のみつを食べるので，(26)です。また，成虫には (27)

がついていて，巣がおそわれたときに敵
てき

にさします。

からだのつくり

ミツバチの働きバチは，えさのある場
ば

所
しょ

を「8の字ダンス」でほかの働きバチに伝
つた

えます。8の字ダ
ンスでは，8の字の真

ま

ん中を進
すす

むときの向
む

きで，太
たい

陽
よう

と巣とえさのある場所の位
い

置
ち

関
かん

係
けい

を表
あらわ

し，ダ
ンスの回数でえさのある場所までの距

きょ

離
り

を表します。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

重 力の向き
じゅうりょく

えさ場
の向き

太陽の
向き

えさ場

正午のとき 午後 3時のとき

南 西に移る。
うつ

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。
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アリ ★★☆
アリのなかまは，公園や道ばたなどいろいろ

な場
ば

所
しょ

で見られる，とても身
み

近
ぢか

な昆
こん

虫
ちゅう

です。
日本にいるアリの多くは，(1)に (2)を作っ
て (3)で生活します。各

かく

自
じ

の役
やく

割
わり

分
ぶん

担
たん

がしっ
かりと決

き

まっています。

アリは (4)です。巣に 1匹
ぴき

だけいる (5)がたくさんの卵
たまご

を産
う

みます（種
しゅ

類
るい

に
よっては女王アリが数匹いる場

ば

合
あい

もあります）。卵が (6)すると，幼
よう

虫
ちゅう

は (7)に
世
せ

話
わ

をされて成
せい

長
ちょう

します。やがてさなぎになり (8)しますが，多くの成虫は働
きアリとなり，1匹だけが女王アリとなります。

成長のようす

土

巣

アリの多くは雑
ざっ

食
しょく

で，ほかの昆虫の体
たい

液
えき

や花のみつなどいろいろなものを食べます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ふつう，昆
こん

虫
ちゅう

は子
こ

育
そだ

てをしないため，幼虫の生
せい

存
ぞん

率
りつ

は低
ひく

くなりますが，アリやハチのなかまは巣を作っ
て集団で暮

く

らし，幼虫の世話をするため，幼虫の生存率は高くなります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

アリは，(9)のすがたで巣の中で (10)しま
す。

アリの成虫には，(11)の部
ぶ

分
ぶん

にあしが (12)ありますが，多くの成虫にはは
ねがありません。食べ物を運

はこ

んだり，穴
あな

をほったりするために大きな (13)が発
はっ

達
たつ

しています。

からだのつくり

ナナホシテントウ ★★☆
ナナホシテントウは，日本全

ぜん

国
こく

に生
せい

息
そく

するテ
ントウムシです。(14)になると成

せい

虫
ちゅう

が草む
らや畑

はたけ

などで見られます。成虫の赤色のはね
には，黒色の 7つのはん点があります。

ナナホシテントウなど，テントウムシは (15)です。

成長のようす

ナナホシテントウは，落
お

ち葉
ば

や石の下など雨や風の当たらない所
ところ

で，(16)

のすがたで冬ごしします。(17)になると産
さん

卵
らん

します。ナナホシテントウは春か
ら秋にかけて，(18)のサイクルを何回かくり返します。

ナナホシテントウの幼虫と成虫はほかの昆
こん

虫
ちゅう

を食べるので，(20)です。成虫は，外か
ら見える (21)のかたいはねの下に，うすいは
ねが (22)あります（はねを広げて飛

と

ぶときは
うすいはねも見えます）。

からだのつくり

幼虫 さなぎ卵
ようちゅうたまご

ふ化
　　 か

羽化　　　　
う か

（冬ごしのようす）（冬ごしのようす）（冬ごしのようす）

ナナホシテントウの幼虫と成虫は (19)を食べるため，アブラムシのつくいろ
いろな草がある場

ば

所
しょ

にすんでいます。

食べ物とすみか

ナナホシテントウの幼虫と成虫は，
危
き

険
けん

を感
かん

じると黄色の苦
にが

いしるを出
します。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

動物図鑑ドリル問題 03



16 1716 17

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

完
全
変
態

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

完
全
変
態

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

無セキツイ動物 昆虫類 完全変態のもの

カブトムシ ★★★
カブトムシは，日本全

ぜん

国
こく

の山に生
せい

息
そく

している
昆
こん

虫
ちゅう

で，コガネムシの一
いっ

種
しゅ

です。(23)にな
ると成

せい

虫
ちゅう

が樹
じゅ

木
もく

にとまっていたり，電
でん

灯
とう

のあ
る場

ば

所
しょ

に飛
と

んできたりするのが見られます。カ
ブトムシはおもに (24)に活

かつ

動
どう

します。

カブトムシは (25)です。卵
たまご

が (26)すると，幼
よう

虫
ちゅう

は (27)をくり返
かえ

して大
きくなり，やがてさなぎになります。しばらくすると (28)し，成虫になります。

成長のようす

カブトムシは，(29)で (30)のすがたで冬ごしします。夏の初
はじ

めにはさなぎ
になり，やがて (31)して成虫が土から出ます。夏の終

お

わりに成虫は (32)に卵
を産

う

み，やがて死
し

にます。

卵

さなぎ幼虫
土

成虫

ふ化 羽化　　　　

カブトムシの幼虫は (33)にすみ，(34)などを食べます。カブトムシの成虫
は樹木の上などにすみ，(35)や (36)を食べます。

食べ物とすみか

カブトムシと同じように，ミノガのなかまも幼虫のす
がたで冬ごしします。ミノガの幼虫はミノムシともよ
ばれ，木の枝

えだ

や葉で巣を作り，巣ごと動き回って葉を
食べて生活します。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

空気が通る穴
あな

のあいた容
よう

器
き

にふよう土や木の
枝
えだ

を入れ，日光が直
ちょく

接
せつ

当たらない所
ところ

に置
お

いて
カブトムシの成虫を入れます。えさとしてバナ
ナなどの (46)や (47)をあたえます。
土がかわいてきたらきりふきなどで軽

かる

く
(48)。また，えさはすぐくさるので，こまめ
にとりかえます。

飼育の仕方

カブトムシの幼虫は，胸
むね

から (37)のあしが出ています。
くさった葉などを食べるため，(38)です。
カブトムシの成虫は，(39)を食べるため，(40)です。

からだのつくり

めす

おす：
大きなつの

成虫の口

なめる口

成虫のあし じょうぶな
つめ

木の枝

えさ

ふよう土

カブトムシの成虫の (41)には，大きな (42)が生えています。めすには大き
なつのはありません。外から見える (43)のかたいはねの下に，うすいはねが
(44)あります（はねを広げて飛ぶときはうすいはねも見えます）。樹木の幹

みき

に
しがみつくため，(45)のあしには大きくてじょうぶなつめがついています。

ミノガ

巣

幼虫

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。
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ゲンジボタル ★★☆
ゲンジボタルは，きれいな水のある所

ところ

に
生
せい

息
そく

しているホタルです。(1)ごろに，成
せい

虫
ちゅう

が光を放
はな

ちながら飛
と

んでいるのが見られ
ます。ゲンジボタルはおもに (2)に活

かつ

動
どう

し
ます。
同じホタルのなかまのヘイケボタルも，ゲ
ンジボタルと似

に

たような性
せい

質
しつ

をもちます。

ゲンジボタルなど，ホタルは (3)です。
ゲンジボタルは，(4)で (5)のすがたで冬ごしします。春になると (6)でさ
なぎになり，5月から 7月ごろに成虫になります。成虫は (7)に卵

たまご

を産
う

みつけ
ると，やがて死

し

んでしまいます。

成長のようす

ホタルの光る部
ぶ

分
ぶん

は腹
はら

の先にあります。ホタルが光るのは，産
さん

卵
らん

の時
じ

期
き

におすとめすがたがいのいる
場
ば

所
しょ

を知らせるためです。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ゲンジボタルの幼虫は，(8)などの (9)を食べるため，(10)にすんでいます。
成虫は水辺にすみますが，水を飲

の

むだけで何も食べません。

食べ物とすみか

川の両
りょう

岸
がん

がコンクリートなどでかためられている場所では，ホタルがさなぎになるとき土にもぐれ
ないため，ホタルは生

せい

育
いく

することができません。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

クワガタムシ ★☆☆
クワガタムシのなかまは，山に生

せい

息
そく

していま
す。(11)になると成

せい

虫
ちゅう

が樹
じゅ

木
もく

にとまってい
たり，電

でん

灯
とう

のある場
ば

所
しょ

に飛
と

んできたりするのが
見られます。
クワガタムシの多くは (12)に活

かつ

動
どう

します
が，昼間に行動するものもいます。クワガタム
シは (13)です。
クワガタムシの成虫のおすには，大きなあごがありますが，めすには小さなあ
ごしかありません。

ゲンゴロウ ★☆☆
ゲンゴロウのなかまは，田んぼや池の (14)

にすんでいます。幼
よう

虫
ちゅう

も成
せい

虫
ちゅう

も水の中の
(15)を食べます。
ゲンゴロウは (16)で生活するので，ときど
き水の外におしりを出し，呼

こ

吸
きゅう

のための空気
をためて少しずつ気

き

門
もん

に送
おく

ります。
ゲンゴロウは (17)です。

クワガタムシの卵
たまご

は土の中のくさった樹木の中に産
う

みつけられます。ふ化
か

した幼
よう

虫
ちゅう

はくさった樹木
を食べ，だっ皮

ぴ

をしながら大きく成
せい

長
ちょう

して冬ごしします。春になるとさなぎになり，やがて羽
う

化
か

し
て成虫になります（さなぎになるのに，数年かかる場

ば

合
あい

もあります）。成虫のすがたで，土の中で冬
ごしするものもいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ゲンゴロウの幼虫は，さなぎになる前に水の外の土の中
にもぐり，そこでさなぎになります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

成虫のあし

水かきの
ようなもの

ゲンゴロウの成虫は，水の中で泳
およ

ぐために，
あしに (18)のようなものがついています。

動物図鑑ドリル問題 04

昆
こん

虫
ちゅう

が，どこでどのようなすがたで冬ごしするのかを問
と

う問
もん

題
だい

は，入
にゅう

試
し

問題でよく見ら
れます。卵・幼虫・さなぎ・成虫のどのすがたで冬ごしするか，昆虫をそれぞれ整

せい

理
り

して
覚
おぼ

えておくとよいですぞ。
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ハエ ★★☆
ハエのなかまは，人家などいろいろな場

ば

所
しょ

で
見かけられる，とても身

み

近
ぢか

な昆
こん

虫
ちゅう

です。イエ
バエやギンバエなどいろいろな種

しゅ

類
るい

がいます。

イエバエ

ハエは (19)です。

成長のようす

成虫の口

なめる口

ハエの成
せい

虫
ちゅう

は，動
どう

物
ぶつ

の死
し

がいやふん，くさった食べ物など種類によっていろ
いろなものを食べます。そのため，人家や草むらなどいろいろな場所にすみます。
ハエの幼

よう

虫
ちゅう

も，成虫と同じようなものを食べます。そのため，卵
たまご

は動物の死が
いやふん，くさった食べ物などに産

う

みつけられ，ふ化
か

した幼虫はそこにすみます。

食べ物とすみか

多くの昆虫にははねが 4枚ありますが，ハエやカのようにはねが 2枚しかないものや，アリやシミ
（家の中などにすむ紙

かみ

などを食べる昆虫），ノミのようにはねが 1枚もない昆虫もいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ハエの幼虫はまわりに食べ物がたくさんある所
ところ

にすむため，あしや目があり
ません。
ハエの成虫には，はねが (20)はえています（うしろばねは退

たい

化
か

しています）。
食べ物をなめて食べるため，(21)です。あしには，いろいろな場所にとまれる
ように細

こま

かい毛がたくさん生えています。

からだのつくり

細かい毛

成虫のあし

ハナアブ ★☆☆
ハナアブのなかまは，名前に「アブ」と
ついていますが，ヒトなどの動

どう

物
ぶつ

の血
けつ

液
えき

を
吸
す

うアブのなかまではなく，ハエに近い昆
こん

虫
ちゅう

です。ハナアブは (22)です。
ハナアブの幼

よう

虫
ちゅう

は (23)にすみ，くさっ
た植

しょく

物
ぶつ

などを食べます。長いとっきを水
すい

面
めん

から外に出して空気を取りこみ呼
こ

吸
きゅう

し
ます。
ハナアブの成

せい

虫
ちゅう

は (24)や (25)を食
べます。

成虫

呼吸に
使う。

水の中

幼虫

カ ★☆☆
カのなかまは，夏にな
ると公園や草むら，人家
などでたくさん見られま
す。ヒトの血

けつ

液
えき

を吸
す

う昆
こん

虫
ちゅう

として知られていま
す。
カの成

せい

虫
ちゅう

は (26)で
す。

さして
吸う口

カは，めすの成虫が産
さん

卵
らん

のた
めにだけヒトなどの動

どう

物
ぶつ

の血
液を吸います。おすの成虫は
花のみつや果

くだ

物
もの

のしるを吸い
ます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

カは (27)です。卵
たまご

は水の中に産
う

みつけられ，(28)した幼
よう

虫
ちゅう

は水の中で生
活します。カの幼虫は (29)とよばれます。

卵
成虫

さなぎ
幼虫
（ボウフラ）

水の中水の中

水面
ふ化 羽化

う　か

さなぎの中では幼虫のからだがこわされ，成虫のからだが新しくつくられます。そのためさなぎはまっ
たく動かず，食べ物も食べません。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン
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アブラゼミ ★★☆
アブラゼミは，北

ほっ

海
かい

道
どう

から九
きゅう

州
しゅう

に生
せい

息
そく

してい
るセミです。(1)になるとおすの成

せい

虫
ちゅう

が樹
じゅ

木
もく

に
とまり，「ジージー」という声で鳴いているのが
見られます。(2)によく鳴きます。

アブラゼミなど，セミは (3)です。

アブラゼミの幼虫は土の中にすみ，樹木の (12)から (13)を吸
す

って食べます。
成虫は樹木の上にすみ，(14)から (13)を吸って食べます。

成長のようす

食べ物とすみか

夏

卵
たまご

樹木の中 次の夏～ 5～7年目の夏

成虫成虫

幼虫幼虫
ようちゅうようちゅうようちゅう

土の中土の中土の中 成虫

アブラゼミの幼虫は土をほるため前あしが
(15)のようになっています。
幼虫も成虫も，樹木の根や幹に口をさして樹液

を吸
す

うため，(16)です。

からだのつくり

セミのおすの腹
はら

には「発
はつ

音
おん

まく」があ
り，ここを動

うご

かすと音が出ます。発音
まくで出た音は腹の空どうでひびくた
め，大きな音になります。
セミのおすは大きな音を出して，めす
を引き寄

よ

せます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

あし側

背側

空どう 発音まく

断面図
だんめん ず

輪切りに
すると…。

あし側から
見たようす

せ がわ

わ ぎ

がわ樹木の中に産
う

みつけられた卵が次の (4)に (5)すると，幼虫は (6)にもぐり
ます。幼虫は (7)をくり返

かえ

して成
せい

長
ちょう

しながら，(6)で 4～6年過
す

ごします（冬
ごしは 1年目は (8)，2年目からは (9)のすがたです）。

5～7年目の夏に幼虫は土から出て木に登
のぼ

り，(10)して成虫になります。成
虫は (11)すると，1～2週間で死

し

んでしまいます。

さして
吸う口

成虫の口

クマゼミ ★☆☆
クマゼミは，暖

あたた

かい地
ち

域
いき

を中心に生
せい

息
そく

している
セミです。(17)になるとおすの成虫が樹

じゅ

木
もく

にとま
り，「シャーシャー」という声で鳴きます。(18)

によく鳴きます。

ツクツクボウシ ★☆☆
ツクツクボウシは，日本全

ぜん

国
こく

に生
せい

息
そく

しているセ
ミです。「ツクツクホウシ」ともいわれます。(19)

になるとおすの成
せい

虫
ちゅう

が樹
じゅ

木
もく

にとまり，「ツクツク
ホーシ」という声で鳴きます（地

ち

域
いき

によって，別
べつ

の
時
じ

期
き

に鳴く場
ば

合
あい

もあります）。

アブラゼミ，クマゼミ，ツクツクボウシ以
い

外
がい

のセミもいろいろな声で鳴きます。ミンミンゼミは午前
中によく「ミーンミンミン」と鳴き，ヒグラシは朝方や夕方によく「カナカナカナ」と鳴きます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

動物図鑑ドリル問題 05
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シオカラトンボ ★★☆
シオカラトンボは，(20)から (21)にかけて，田んぼや池の近くを成

せい

虫
ちゅう

が飛
と

んでいるのがよく見られるトンボです。

シオカラトンボなど，トンボは (22)です。卵
たまご

が (23)すると，幼
よう

虫
ちゅう

（(24)）
は (25)をくり返

かえ

しながら成
せい

長
ちょう

します。やがて幼虫は (26)し，成虫になります。

成長のようす

えらで
呼吸する。

成虫

ぬけがら

成虫

 幼虫
（やご）

水の中

羽化ふ化

卵

水の中

こ きゅう

シオカラトンボの幼虫は (37)にすみ，ほかの (38)や，オタマジャクシなど
の (39)を食べます。成虫は，水

みず

辺
べ

の近く（陸
りく

上
じょう

）にすみ，ほかの (40)を食べます。

食べ物とすみか

トンボの成虫は，たくさんの小さな目が集
あつ

まって
できた，大きな (41)をもちます。また，(42)も
あります。
トンボの幼虫も成虫もほかの昆虫などを食べるの
で，(43)です。

からだのつくり

シオカラトンボは (27)で (28)のすがたで (29)します。春になると水の外
に出て (30)し，成虫になります。成虫は (31)に (32)します。
シオカラトンボは，1年の間に (33)のサイクルを2回くらいくり返しますが，

秋に (34)した幼虫は，そのまま (35)のすがたで (36)します。

かむ口

成虫の口

ギンヤンマ ★☆☆
ギンヤンマはトンボのなかまで，(44)から

(45)にかけて，成
せい

虫
ちゅう

が田んぼや池の近くを
飛
と

んでいるのが見られます。
ギンヤンマのからだはトンボのなかまの中で
は比

ひ

かく的
てき

大きく，あざやかな (46)をしてい
ます。

オニヤンマ ★☆☆
オニヤンマはトンボのなかまで，(47)ごろ

から (48)にかけて，成
せい

虫
ちゅう

が川や池の近くを
飛
と

んでいるのが見られます。
オニヤンマのからだは，日本のトンボの中で
最
もっと

も大きく，特
とく

ちょう的
てき

な黒色と黄色の (49)

になっています。
オニヤンマは， 卵

たまご

が (50)すると，(51)

のままのすがたで数年間成
せい

長
ちょう

したあと，(52)

します。

トンボのなかまの幼
よう

虫
ちゅう

は「やご」ともよばれます。ほとんどの種
しゅ

類
るい

のやごは水の中でほかの昆虫や
小さな動

どう

物
ぶつ

を食べて生活します。えらがあり，水の中にとけた酸
さん

素
そ

を使
つか

って呼
こ

吸
きゅう

することができます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン
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トノサマバッタ ★★☆
トノサマバッタは (3)を食べるバッタで，草むらなどでピョンピョンと大き
くとびはねるすがたがよく見られます。

アキアカネ ★☆☆
アキアカネはトンボで，(1)になると，草むら
などいろいろな場

ば

所
しょ

で成
せい

虫
ちゅう

が飛
と

んでいるのがよ
く見られます。「赤とんぼ」などともよばれます。

ショウリョウバッタ ★☆☆
ショウリョウバッタは (2)を食べるバッタ
で，草むらなどでピョンピョンと大きくとびは
ねるすがたがよく見られます。ほっそりとした
特
とく

ちょう的
てき

なからだつきをしています。

アキアカネは，6月の終
お

わりごろ田んぼなどで羽
う

化
か

したあと山に移
い

動
どう

し，夏の間はすずしい山で過
す

ご
します。秋になると山から平

へい

地
ち

へ移動します。そのため，アキアカネが見られるようになると「秋が
きた」と感

かん

じます。
羽化したばかりのアキアカネの成虫のからだはオレンジ色ですが，成

せい

熟
じゅく

するにつれ赤色になります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ショウリョウバッタやトノサマバッタなどバッタのなかまは，草にまぎれて敵
てき

に見つからないように
するため，からだの色が緑

みどり

色
いろ

や茶色です。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

トノサマバッタなど，バッタは (4)です。卵
たまご

が (5)すると，幼
よう

虫
ちゅう

は (6)を
くり返

かえ

しながら成
せい

長
ちょう

します。やがて幼虫は (7)し，成
せい

虫
ちゅう

になります。

トノサマバッタの幼虫と成虫は草むらなどにすみ，(17)を食べます。

成長のようす

食べ物とすみか

あわ

幼虫

土の中

卵
成虫

羽化ふ化

トノサマバッタの成虫は大き
く発

はっ

達
たつ

した (18)をもち，遠く
まで大きくとびはねることがで
きるようになっています。
トノサマバッタの幼虫と成虫
は草をかじって食べるため，口
は (19)です。

からだのつくり

トノサマバッタは (8)で (9)に包
つつ

まれた (10)のすがたで冬ごしします。(11)

になると卵が (12)して幼虫が成長し，夏ごろに成虫になります。成虫は (13)

に卵を産
う

みつけます。
トノサマバッタは (14)のサイクルを 2回くらいくり返しますが，秋に産み
つけられた卵は，そのまま (15)のすがたで (16)します。

太く大きい

成虫のうしろあし

かむ口

成虫の口

動物図鑑ドリル問題 06
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無セキツイ動物 昆虫類 不完全変態のもの

コオロギ ★★☆
コオロギのなかまは，草むらや畑

はたけ

などに生
せい

息
そく

しています。(20)になると，
(21)に (22)が「コロコロリーリー」と美しく鳴くことで知られています。
コオロギはおもに (23)に活

かつ

動
どう

し，昼間は石の下などにいます。

コオロギのめすの成虫は，腹
はら

の先に「産
さん

卵
らん

管
かん

」という長い針
はり

のようなものをもちます。それを土の中
にさし，卵を産みます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

コオロギやスズムシ以
い

外
がい

にも，はねをこすり合わせて音を出す昆虫がいます。キリギリスは，夏の昼
に「ギーッチョン」と音を出します。クツワムシは秋の夜に「ガシャガシャ」と音を出します。マツ
ムシは秋の夜に「チンチロリン」と音を出します。
コオロギやスズムシ，キリギリスは前あしにこまくが
あり，そこで音を感

かん

じとります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

キリギリス

こまく

コオロギは (24)

です。 卵
たまご

が (25)

すると，幼
よう

虫
ちゅう

は
(26)をくり返

かえ

しな
がら成

せい

長
ちょう

します。
やがて幼虫は (27)

し，成
せい

虫
ちゅう

になります。

コオロギの幼虫と成虫は草むらや畑などにすみ，(33)や (34)などいろいろ
なものを食べます。

成長のようす

食べ物とすみか

土の中

卵
幼虫 成虫

コオロギの成虫には，胸
むね

の部
ぶ

分
ぶん

にあしが (35)，は
ねが (36)あります。おすの成虫は，外

そと

側
がわ

の (37)の
はねにやすりのようなものがついていて，それらを少
し立て，(38)て音を出します。

からだのつくり

音を出すようす

はねを立てて
こすり合わせる。

コオロギは (28)で (29)のすがたで冬ごしします。春ごろになると (30)し
て幼虫が成長し，(31)ごろに成虫になります。成虫は (32)に卵を産

う

みつけます。

スズムシ ★☆☆
スズムシは，草むらや畑

はたけ

などに生
せい

息
そく

している昆
こん

虫
ちゅう

で，コオロギの一
いっ

種
しゅ

です。(39)になると，(40)

に (41)が「リーン，リーン」と美しく鳴くことで
知られています。

音を出すようす

はねを立て
てこすり合
わせる。

スズムシは (42)です。(43)した直
ちょく

後
ご

の成
せい

虫
ちゅう

にははねが (44)ありますが，
やがて内

うち

側
がわ

の 2枚を落
お

とし，外
そと

側
がわ

の (45)だけになります。
おすの外側の (46)のはねにはやすりのようなものがついていて，それらを

しっかりと立て，(47)て音を出します。
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オオカマキリ ★★★
オオカマキリは，草むらなどでよく見られるカマキリです。敵

てき

が近づくと，(1)
を広げてかまのような大きな前あしを上げ，いかくします。

オオカマキリなど，カマキリは (2)です。卵
たまご

が (3)すると，幼
よう

虫
ちゅう

は (4)をく
り返

かえ

しながら成
せい

長
ちょう

します。やがて幼虫は (5)し，成
せい

虫
ちゅう

になります。

成長のようす

幼虫

あわ

大きくなった
幼虫

めすの
成虫

あわに
包まれた卵
つつ春冬 夏 秋あわ

卵

オオカマキリなどのように，卵があわに包まれていると，卵がかわいたり，寒
さむ

さでこおったり，ほか
の動
どう

物
ぶつ

に食べられてしまったりしにくくなります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

オオカマキリは，(6)に包まれた (7)のすがたで冬ごしします。(8)になると，
あわの中で卵が (9)し，幼虫があわの外に出ます。幼虫は (10)から (11)にか
けて (12)し，成虫になります。(13)には成虫が (14)などに，あわに包まれ
た (15)を産

う

みつけます。

オオカマキリの幼虫と成虫は，草むらなどにすみ，(16)などを食べます。

食べ物とすみか

オオカマキリの幼虫と成虫の前あしは，大きな
(17)のような形をしています。(18)もたくさ
んあり，昆虫をつかまえやすくなっています。

からだのつくり

たくさん
のとげ拡大

すると…。

かくだい

成虫の前あし

オオカマキリは，草むらにいるほかの昆虫をつかまえるとき，気づかれないようにそっと近
ちか

寄
よ

ります。
オオカマキリのからだが草にまぎれる色をしているのは，ほかの昆虫に気づかれないようにするため
です。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

かむ口

成虫の口オオカマキリの幼虫と成虫はほかの昆虫などを
食べるため，(19)です。

動物図鑑ドリル問題 07

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。
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無セキツイ動物 昆虫類 不完全変態のもの

カゲロウ ★☆☆
カゲロウのなかまは，成

せい

虫
ちゅう

の寿
じゅ

命
みょう

が数時間～数日間ととても短
みじか

い昆
こん

虫
ちゅう

として知られています。
カゲロウは (20)です。(21)に産

う

みつけられた 卵
たまご

が (22)すると，幼
よう

虫
ちゅう

は (21)で (23)をくり返
かえ

しなが
ら成

せい

長
ちょう

します。やがて (24)して成
虫になります。成虫は水の中に産

さん

卵
らん

し
ます。

幼虫成虫

水の中

ゴキブリ ★☆☆
ゴキブリのなかまはさまざまな場

ば

所
しょ

にすみ，
植
しょく

物
ぶつ

や動
どう

物
ぶつ

の死
し

がいなどいろいろなものを食
べる昆

こん

虫
ちゅう

です。人家にすむものもいます。お
もに (25)に活

かつ

動
どう

します。
ゴキブリは (26)です。

カゲロウの幼虫はえらをもち，水の中にとけた酸
さん

素
そ

を使
つか

って呼
こ

吸
きゅう

します。カゲロウの一
いっ

種
しゅ

であるヒ
ラタカゲロウの幼虫はきれいな水のある所

ところ

にしかすまないので，ヒラタカゲロウの幼虫が生
せい

息
そく

して
いるかどうかが，水のきれいさを判

はん

断
だん

するのに使われることがあります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ゴキブリは，3億
おく

年
ねん

ほども前からほとんどすがたをかえずに生き残
のこ

っている昆虫です。そのため，「生
きた化

か

石
せき

」といわれることがあります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

アブラムシには，アリと助
たす

け合って生き
ているものもいます。アブラムシは，天

てん

敵
てき

であるテントウムシなどの昆虫から，
アリによって守

まも

られます。守ってもらう
かわりに，アブラムシはからだから出す
あまいしるをアリにあたえます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

あまいしる
をあたえる。

アブラムシを
守る。

食べる。

食べら
れる。

＜テントウムシ＞

＜アリ＞ ＜アブラムシ＞

アブラムシ ★☆☆
アブラムシのなかまは，いろいろな (27)を
吸
す

って生きる小さな昆
こん

虫
ちゅう

です。植物の (28)

や (29)に何
なん

匹
びき

もくっついているのが見られま
す。アブラムシによって農

のう

作
さく

物
もつ

にひ害
がい

が出るこ
ともあります。
アブラムシは「アリマキ」とよばれることも

あります。
アブラムシは (30)です。

拡大すると…。
かくだい
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クモ ★★☆
クモは，草むらや森林，家の中など，いろいろ

な場
ば

所
しょ

で見られるとても身
み

近
ぢか

な動
どう

物
ぶつ

です。たくさ
んの種

しゅ

類
るい

がいます。
おしりの先から (1)を出して巣

す

を作り，昆
こん

虫
ちゅう

などをつかまえるものもいます。

ほとんどのクモは昆虫など (2)を食べます。ほかの動物がいる，さまざまな
場所にすんでいます。

食べ物とすみか

クモのからだは，頭
あたま

と胸
むね

がいっしょ
になった (3)と，(4)の 2つに分か
れています。(5)には (6)のあしがあ
ります。頭胸部にはしょっ角ではなく
2本の (7)があります。

からだのつくり

単眼
たんがん

あし（8本）

しょくし（2本）

ここから糸を出すものもいる。

腹部

頭胸部

クモと同じようなからだのつくりをもつ
動物は「クモ類

るい

」に分
ぶん

類
るい

されます。クモ
類には，クモのほかにダニやサソリなど
がいます。
ダニはいろいろな場所にすみ，種類に
よって動物や植

しょく

物
ぶつ

などさまざまなもの
を食べます。サソリは暖

あたた

かい地
ち

域
いき

にす
み，昆虫や小さな動物を食べます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ダニ サソリ

ムカデ ★☆☆
ムカデは，森林などにすむ，あしがたくさ
ん生えた動

どう

物
ぶつ

です。

ムカデは (8)の下や土の中にすみ，昆
こん

虫
ちゅう

など (9)を食べます。

食べ物とすみか

ムカデのからだは (10)と (11)の 2つに分かれています。胴部の (12)には
あしがついています。あしの本数は種

しゅ

類
るい

によって異
こと

なり，30～100本以
い

上
じょう

の
ものがいます。

からだのつくり

しょっ角
（2本）

単眼 毒を出す。たんがん
どく 1つの節ごとに，

あしが 2本ついて
いる。

胴部頭部

ムカデと同じようなからだのつくり
をもつ動物は「多

た

足
そく

類
るい

」に分
ぶん

類
るい

され
ます。多足類には，ムカデのほかに
ヤスデやゲジなどがいます。

ヤスデやゲジも落ち葉の下や土の中で生活します。ヤスデはおもに落ち葉などくさった植物を，ゲジ
はおもに小さな昆虫を食べます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ヤスデ ゲジ

ムカデの頭部には (13)の (14)があります。頭部の次の節には毒を出すきば
のようなものがあります。

動物図鑑ドリル問題 08

クモは「虫」といわれますが，昆虫類ではありません。ほかにも昆虫ではありませんが昆
虫に似

に

た動物がいるので，「あしの本数」と「からだの分かれ方」に注
ちゅう

目
もく

して昆虫かどう
かを区

く

別
べつ

できるようにしておくのですぞ。
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アメリカザリガニ ★★☆
アメリカザリガニは，田んぼや池などの水の

中にすむ動
どう

物
ぶつ

です。
アメリカザリガニは (15)ですが，現

げん

在
ざい

は日
本中に生

せい

息
そく

しています。

アメリカザリガニは (16)に産
さん

卵
らん

します。め
すは卵

たまご

が (17)して少したつまで，卵や子ザ
リガニをかかえて過

す

ごします。卵が (18)する
と，子ザリガニは (19)をくり返

かえ

しながら数年
間かけておとなになります。
アメリカザリガニは水

みず

辺
べ

に穴
あな

をほり，冬にな
るとその中で (20)します。

成長のようす

アメリカザリガニは (21)にすみ，水の中の植
しょく

物
ぶつ

やほかの動物など，いろいろ
なものを食べます。

食べ物とすみか

アメリカザリガニは，頭
あたま

と胸
むね

が
いっしょになった (22)と，(23)

の 2つに分かれています。頭胸部
にはあしが (24)あります。
いちばん前のあしは (25)になっ
ていて，ほかの動物と戦

たたか

ったり，食
べ物をつかんだりしやすくなってい
ます。

からだのつくり

頭胸部 腹部

あし（10本）

複眼
ふくがん

し
ょ
っ
角

カニ ★☆☆
カニのなかまは，たくさんの種

しゅ

類
るい

がいて，多く
は (26)で生活しています。川で生活するものも
います。カニは食用とされることもあります。
カニの食べ物は，水の中の植

しょく

物
ぶつ

やほかの動
どう

物
ぶつ

など，種類によって異
こと

なります。

カニのからだは頭
あたま

と胸
むね

がいっしょになった
(27)と，(28)の 2つに分かれています。あ
しは (29)で，前あしが大きな (30)になって
います。

穴穴

アメリカザリガニやカニ，エビはえらで呼
こ

吸
きゅう

します。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

エビも，アメリカザリガニやカニと同じようなから
だのつくりをしています。
エビは川や海で生活しており，種類によって水の中
の植物や動物を食べます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

エビのからだのつくり
頭胸部 腹部

あし 10本（5対）

し
ょ
っ
角（
4
本
）

複眼
ふくがん
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ミミズは，畑
はたけ

や花だんなどいろいろな場
ば

所
しょ

の土の中でよく見られる，身
み

近
ぢか

な動
どう

物
ぶつ

です。

ミミズの多くは陸
りく

上
じょう

の (7)にすみ，(8)を食べます。種
しゅ

類
るい

によっては，水の
中にすむものもいます。

食べ物とすみか

ミミズは，輪
わ

のような節
ふし

がたくさん連
つら

なった形をしています。あしはなく，か
らだを (9)させて移

い

動
どう

します。からだの内
うち

側
がわ

にも外
そと

側
がわ

にも，骨
ほね

やからはありま
せん。

からだのつくり

ダンゴムシ ★★☆
ダンゴムシは，陸

りく

上
じょう

のいろいろな場
ば

所
しょ

にすむ，
身
み

近
ぢか

な動
どう

物
ぶつ

です。石の下など，ものかげによくいま
す。
ダンゴムシは危

き

険
けん

を感
かん

じるとからだを (1)身
み

を
守
まも

り，しばらく動
うご

かなくなります。

ダンゴムシは，草むらや家のまわりなど，いろいろな場所にすみ，(2)を食べ
ます。

食べ物とすみか

ダンゴムシのからだは，(3)・(4)・(5)の 3

つに分かれていて，胸にはあしが(6)あります。

からだのつくり しょっ角（2本）

あし（14本）

頭

腹

胸ダンゴムシやアメリカザリガニ，カニ，エビは，
「甲

こう

かく類
るい

」に分
ぶん

類
るい

されます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ミミズ ★★☆

ミミズが，落ち葉の混ざった土を食べて出すふんには，土と養
よう

分
ぶん

が混ざっています。ミミズが畑など
にいると土に養分が混ざるため，作

さく

物
もつ

の成
せい

長
ちょう

によいとされます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン動物の中には，落ち葉や干
ほ

し草などのかれ葉や，
動物の死

し

がい・ふんを食べて養
よう

分
ぶん

をとるものが
います。
最
さい

終
しゅう

的
てき

にはかれ葉や動物の死がい・ふんは菌
きん

類
るい

（きのこやかびなど）や細
さい

菌
きん

類
るい

によって二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

や水，ちっ素
そ

化
か

合
ごう

物
ぶつ

にまで分
ぶん

解
かい

され，
植
しょく

物
ぶつ

に取
と

り入れられます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ミミズと同じようなからだのつくりをもつものは
「環

かん

形
けい

動
どう

物
ぶつ

」に分
ぶん

類
るい

されます。環形動物には，ミミ
ズのほかに，ゴカイやヒルなどがいます。
ゴカイは海のどろの中などにすみ，種類によってさ
まざまな性

せい

質
しつ

をもちます。ヒルは川や池など水の中
にすみ，小さな動物を食べたり，動物の血

けつ

液
えき

を吸
す

っ
たりします。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ゴカイ ヒル

植物へ

菌類・細菌類
トビムシ・ダニ
ふん

ミミズ・
ダンゴムシ

かれ葉動物の死がい・ふん

ふん

土

動物図鑑ドリル問題 09

ダンゴムシは，あしが多いため多
た

足
そく

類
るい

とかんちがいしやすいのですが，ザリガニやカニ，
エビと同じ「甲かく類」です。ダンゴムシは昆

こん

虫
ちゅう

ともまちがえやすいから，入
にゅう

試
し

問
もん

題
だい

で
出
しゅつ

題
だい

されたら気をつけるのですぞ。
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イ
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昆虫以外の無セキツイ動物

イカは (10)にすむ動
どう

物
ぶつ

で，(11)などを食べます。
おもに (12)に活

かつ

動
どう

します。イカは食用とされること
もあります。
イカには骨

ほね

がありません（種
しゅ

類
るい

によってはからだの
中に骨のようなものがありますが，骨ではなく貝がら
です）。(13)の下に (14)があり，頭から (15)のつ
いたあしが生えています。
イカは，危

き

険
けん

を感
かん

じると (16)をはいてにげます。

吸ばん

胴
頭

イカ ★☆☆

イカはおもに夜間に活動し，光に集
あつ

まる性
せい

質
しつ

があるので，夜，船にたくさんの電
でん

球
きゅう

をつけてイカを
おびき寄

よ

せる漁
りょう

が行われることがあります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

タコは海にすむ動
どう

物
ぶつ

で，貝などの (17)を食
べます。おもに (18)に活

かつ

動
どう

します。タコは食
用とされることもあります。
タコには骨

ほね

がありません。(19)の下に
(20)があり，頭から (21)のついたあしが生
えています。
タコは，危

き

険
けん

を感
かん

じると (22)をはいてにげ
ます。

吸ばん

胴
頭

タコ ★☆☆

タコやイカ，貝のなかまは「軟
なん

体
たい

動
どう

物
ぶつ

」に分
ぶん

類
るい

されます。軟体動物にはえらがあり，えらで呼
こ

吸
きゅう

します。
軟体動物の中には，カタツムリのように肺

はい

をもち，肺で呼吸するものもいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

アサリは (23)の (24)部
ぶ

分
ぶん

にすむ貝です。
(25)や，小さな生き物の死

し

がいなどを食べます。
アサリは食用とされることもあります。
アサリはからだが (26)の貝がらでおおわれて
います。

アサリ ★☆☆

タニシは，(27)や池などにすむ貝です。(28)

などを食べます。
タニシは，からだが (29)の貝がらでおおわれ
ています。

タニシ ★☆☆

アサリと同じように 2枚の貝がらをもつものは「二
に

枚
まい

貝
がい

」とよばれ，シジミやハマグリ，カキ，ホ
タテガイなどがいます。シジミはアサリより小さく， 湖

みずうみ

や川，川と海の境
さかい

目
め

あたりにすみます。
ハマグリはアサリより大きく，海の川に近い場

ば

所
しょ

や浅
あさ

瀬
せ

のどろの中にすみます。カキは海にすみ，岩
にくっついています。ホタテガイは冷

つめ

たい海にすみます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

シジミ ハマグリ ホタテガイカキ

タニシと同じようにうず巻き状の貝がらをもつも
のは「巻

まき

貝
がい

」とよばれ，カワニナやサザエなどが
います。カワニナはきれいな川や 湖

みずうみ

などにす
み，サザエは海にすみます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

カワニナ サザエ
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無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

動
どう

物
ぶつ

プランクトンは，水の中にすむ小さな動物です。1つの細
さい

胞
ぼう

からなるもの
や，甲

こう

かく類
るい

に分
ぶん

類
るい

されるものなど，さまざまな種
しゅ

類
るい

の動物がふくまれます。
動物プランクトンは (30)や (31)を食べて生活します。

ゾウリムシ

せん毛1つの細胞で
できているもの

甲かく類（2つ以上の細胞でできている。）

※幼生とは，子どものすがたのこと。

2つ以上の細胞で
できているもの

アメーバ

ラッパムシ

カニの幼生
ようせい

い じょう

エビの幼生

ワムシツリガネムシ

ミジンコ ケンミジンコ

せん毛を使って
泳ぐ。

からだの形を
かえて泳ぐ。

分裂して
ふえる。

およ

ぶんれつ

動物プランクトン ★☆☆
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メダカ ★★★
メダカは，田んぼや小さな川で見られる (1)です。
メダカは，流

なが

れの弱い所
ところ

の水面近くで (2)をなし，
流れと (3)に泳

およ

ぎます。
最
さい

近
きん

は，水のよごれなどが原
げん

因
いん

で，野生のメダカ
（クロメダカ）の数は減

へ

っています。観
かん

賞
しょう

用
よう

に改
かい

良
りょう

されたヒメダカがおもに飼
し

育
いく

されています。
水が流れる向き

泳ぐ向き

メダカなど，魚
ぎょ

類
るい

の多くは (4)です。メダカは，昼の明るい時間が (5)以
い

上
じょう

で，
水
すい

温
おん

が (6)以上（自
し

然
ぜん

界
かい

では，(7)ごろ）になるとめすが (8)します。産卵は (9)

に行われます。

成長のようす

めす

おす

おすがめすを追いかけ，
ならんで泳ぐ。
おすが背びれとしりび
れでめすをだきかかえ
る。

おすがからだをふるわせ
ると，めすが卵を産む。
おすが白い液を出し卵に
かける。

卵（直径約1mm）
に1つの精子が入る。

めすが卵を
水草などに
くっつける。

えき

たまご う

ちょっけいやくお

せ

付着毛
ふ ちゃくもう

卵
精子
せい し

受精
じゅせい

受精した卵は (10)で (11)します（25℃のとき）。
※水温が低

ひく

いとふ化するまでの日数が多くなります。

油のつぶが
全体に散らばっ
ている。　　

目がはっきり
してくる。

心臓の動きが
わかる。
からだの形が
はっきりしてくる。

しんぞう うご
ようぶん

ち

ふ化

からだをさかんに
動かす。

養分が入っている。

受精してすぐ 3日目 7日目 子メダカ11日目

あぶら

ぜんたい

ふ化したばかりの子メダカの (12)の中には (13)がたくわえられており，2

～3日はえさは食べずにその養分を使
つか

って成
せい

長
ちょう

します。

メダカは田んぼや小さな川などにすみます。(15)したばかりの子メダカは，
2～3日は何も食べず，(16)を使って成長します。腹の養分を使い切ると，水
の中の (17)や (18)を食べるようになります。

食べ物とすみか

メダカのからだは (19)くらいで，全体が (20)でおおわれています。(21)・
(22)が (23)ずつと (24)・(25)・(26)が (27)ずつあります。
メダカのおすとめすは，(28)と (29)の形で見分けることができます。

からだのつくり

胸びれ

尾びれ

へいこう し へんけい
腹びれ しりびれ：

平行四辺形に近い。
三角形に近い。

背びれ：
切れこみがある。 切れこみがない。

おす めす

メダカを飼育するときは下の点に気をつけます。

飼育の仕方

・水そうは (30)に置
お

く。

・水そうには (31)を入れる。水がにごったら水そうの水の半分くらいを (31)ととり

かえる。

・水そうの底に (32)をしき，(33)を入れる。

・(34)などで水の中に空気がたくさん入るようにする。

・(35)のえさを毎日あたえる。

メダカが卵を産んだら，親メダカが卵を食べてしまう場
ば

合
あい

があるため，卵を水
草ごと別の水そうに移

うつ

します。

子メダカは (14)で成
せい

魚
ぎょ

になり，冬は水の底
そこ

の落
お

ち葉
ば

のかげなどでじっとして
過
す

ごし，次の春から夏に産卵します。

動物図鑑ドリル問題 10

メダカのおすとめすを見分けたり，どちらかのからだを図にかかせたりする問
もん

題
だい

は入
にゅう

試
し

問
題でとてもよく出

しゅつ

題
だい

されるのです。だから，自分でおすとめすのからだをかく練
れん

習
しゅう

をし
てしっかり覚えるとよいですぞ。
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フナは，川や池などいろいろな場
ば

所
しょ

で見
られる，とても身

み

近
ぢか

な (36)です。食用と
されることもあります。

フナは川や池などにすみ，水の中の植
しょく

物
ぶつ

や小さな動
どう

物
ぶつ

などを食べます（種
しゅ

類
るい

によっては植物プランクトンしか食べないものもいます）。

食べ物とすみか

フナのからだは全
ぜん

体
たい

が (37)でおおわれています。(38)・(39)が (40)ずつ
と (41)・(42)・(43)が (44)ずつあります。
フナはよく解

かい

ぼうに使
つか

われます。

からだのつくり

えら

心臓 肝臓
消化管

卵巣
※おすの場合は
　精巣

じん臓
うきぶくろ

（めす）

肛門にはさ
みを入れる。

内臓を切らな
いように，腹を
切る。

しんぞう
かんぞう

しょう か かん

らんそう

ぞう

ないぞう

こうもん

解ぼうの仕方 解ぼうしたようす
し  かた

せいそう

キンギョは，鑑
かん

賞
しょう

用
よう

によく飼
し

育
いく

されている，
身
み

近
ぢか

な (45)です。フナのなかまを改
かい

良
りょう

した
ものです。

キンギョを飼育するときは，メダカを飼育す
るときと同じ点に気をつけます。

フナ ★★☆ キンギョ ★☆☆

キンギョやメダカを飼育する水そうに水草を入れると，水草が卵
たまご

を産
う

みつけるためのよい場
ば

所
しょ

とな
ります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ブラックバス（オオクチバス）は，池
や 湖

みずうみ

にすむ (46)です。
ブラックバスは，人間がつりをするた
めに外国から持

も

ちこまれた (47)です。
(48)などを食べてふえるため，もとも
と日本にいた魚などが減

へ

ってしまうとい
う問

もん

題
だい

が起きています。

ブラックバス ★☆☆

ブルーギルという淡水魚も，ブラックバスと同じよう
に外国から持ちこまれてふえた魚の 1つで，もとも
と日本にいた魚などが減ってしまう原

げん

因
いん

となっていま
す。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ブルーギル
フナなどの魚の内臓も，基本的にはヒトの内臓と同じですが，魚には肺

はい

のかわりにえらが
あることと，うきぶくろがあることが大きなちがいです。入

にゅう

試
し

問
もん

題
だい

で問
と

われることがあ
るから覚

おぼ

えておくとよいですぞ。
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サケは，よく食用とされる身
み

近
ぢか

な魚
です。成

せい

長
ちょう

するに従
したが

って，すむ場
ば

所
しょ

をかえる性
せい

質
しつ

があります。

(11)したばかりの子サケは，1～2か月間ほど何も食べず，(12)を使
つか

って
成長します。腹の養分を使い切ると，水の中の (13)などを食べるようになりま
す。
成
せい

魚
ぎょ

になったサケは，(14)や (15)などを食べます。

食べ物とすみか

サケ ★★☆

サケの卵
たまご

は，(1)ごろに (2)に産
う

みつけられます。(3)になると卵が (4)し，
子サケは (5)でしばらく成長します。
そのあとサケは川を下り，(6)で生活します。数年間海で成長し，(7)になる
と (8)のために自分がうまれた川にもどります。

成長のようす

春

川 海

養分の入った
ふくろ

ようぶん

ふ化した子サケ 成長したサケ

卵

川

数年後の秋

川に上り (9)を終えたサケは，おすもめすもやがて死
し

にます。
サケのように，環

かん

境
きょう

の変
へん

化
か

や成
せい

長
ちょう

段
だん

階
かい

によってすむ場所をかえる魚を (10)

とよびます。

ウナギは，よく食用とされる身
み

近
ぢか

な魚です。
成
せい

長
ちょう

するに従
したが

ってすむ場
ば

所
しょ

をかえる (16)

です。

ウナギ ★☆☆

ふつうの魚は，えらぶたを動
うご

かしてえらを開
あ

けたり閉
と

じたりして呼
こ

吸
きゅう

しますが，マグロやカツオは
えらぶたを自分で動かすことができないため，口を開けて泳

およ

ぐことでえらに水を通して呼吸します。
そのため，マグロやカツオは常

つね

に泳いでいないと死
し

んでしまいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

マグロは，よく食用とされる身
み

近
ぢか

な
(22)です。水温の変

へん

化
か

によって広いはん
囲
い

で海を移
い

動
どう

する (23)です。
マグロの成

せい

魚
ぎょ

のからだは大きく，種
しゅ

類
るい

に
よっては体長が数mになるものもありま
す。(24)やイカなどの (25)を食べます。

マグロ ★☆☆

ウナギの卵
たまご

は，夏のはじめごろに南の海で産
う

みつけられます。(17)した子
ウナギは日本へ移

い

動
どう

し，冬から春に日本の (18)に着
つ

きます。そのあと 5～10

年ほど (19)や (20)で成長します。冬になると川の深
ふか

い所
ところ

でじっとして過
す

ごし，
(21)の時

じ

期
き

をむかえた秋に川を下
くだ

って南の海に移
い

動
どう

し，産卵します。

川や湖で成長し，
やがて海へ移動
する。 産卵する。

夏 数年後の秋

海

海

海でふ化した
子ウナギ

川

動物図鑑ドリル問題 11



52 5352 53

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

魚
類

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

魚
類

セキツイ動物 魚類

イワシは，よく食用とされる身
み

近
ぢか

な
(26)です。群

む

れをなして海の広いはん囲
い

を移
い

動
どう

する (27)です。
イワシの成

せい

魚
ぎょ

はおもに (28)を食べま
す。

イワシは，漁
りょう

によって日本の近くの海でもたくさんとれていましたが，近年とれる量
りょう

が少なくなっ
ています。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

アジは，よく食用とされる身
み

近
ぢか

な (29)

です。同じ種
しゅ

類
るい

のアジでも，海の広いはん
囲
い

を移
い

動
どう

する（(30)）場
ば

合
あい

と，あまり広
いはん囲を移動しない（(31)）場合があ
ります。
アジの成

せい

魚
ぎょ

は (32)やほかの小さな魚，
甲
こう

かく類
るい

などの (33)を食べます。

クマノミのなかまは，(34)，サンゴしょ
うの広がっている海にすむ (35)です。観

かん

賞
しょう

用
よう

に飼
し

育
いく

されることもあります。

イソギンチャクカクレクマノミ

サメは，ほとんどの種
しゅ

類
るい

が海にすみま
す。(36)などを食べるものや，(37)を
食べるものなど，いろいろな種類がいます。
また，海の広いはん囲

い

を移
い

動
どう

する（(38)）
ものや，あまり広いはん囲を移動しない
（(39)）ものがいます。

クマノミは，イソギンチャクと助
たす

け合って生きていることで知られています。ふつう，イソギンチャ
クは毒

どく

をもちます。しかしクマノミはその毒でまひしないため，イソギンチャクのからだにかくれ，
ほかの魚などから身

み

を守
まも

ることができます。そのかわりに，クマノミはイソギンチャクのえさとなる
魚や貝を運

はこ

んでくる場
ば

合
あい

があります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

サメは，からだの骨
ほね

がやわらかい骨でできています。
同じようにやわらかい骨でできているものに，エイが
います。
サメやエイの多くは，体

たい

内
ない

受
じゅ

精
せい

を行います。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

エイ

イワシ ★☆☆

アジ ★☆☆

クマノミ ★☆☆

サメ ★☆☆

アジは，回遊するものと回遊しないものでか
らだの色がちがいます。回遊するものは，か
らだの上

うえ

側
がわ

が黒っぽくて鳥などに見つかりに
くく，からだの下

した

側
がわ

が白っぽくてほかの魚に
見つかりにくくなっています。回遊しないも
のは全体に黄色っぽい色をしています。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

白っぽい

黒っぽい

全体に黄色っぽい

回遊するもの 回遊しないもの

サメは，クジラやシャチなどのなかまだとかんちがいされることもありますが，魚
ぎょ

類
るい

です。
クジラやシャチはサメにすがたが似

に

ていますがほ乳
にゅう

類
るい

なので，入
にゅう

試
し

問
もん

題
だい

で出てきたとき
にまちがえないように，しっかり覚

おぼ

えておくのですぞ。



54 5554 55

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

両
生
類

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

両
生
類

セキツイ動物 両生類

ヒキガエル ★★☆
ヒキガエルは，森林の近くなどにすむカエ

ルです。「ガマガエル」ともよばれます。
ヒキガエルの成

せい

体
たい

（おとなのすがた）は，
ほかのカエルと比

くら

べるとあまりとびはねず，
歩いて移

い

動
どう

します。

ヒキガエルなどのカ
エルは (1)です。ヒ
キガエルは (2)にな
ると自分がうまれた池
やぬまで (3)します。
卵
たまご

は (4)のものに包
つつ

まれ，ひものように
(5)います。

成長のようす

めすの上にのり，
めすが産卵したら
精子をかける。

めす おす
せい し

ゼリー状
のもの

卵

受
じゅ

精
せい

卵
らん

はじょじょに細かく分かれ，からだの形ができていきます。カエルの (6)

した幼
よう

生
せい

（子どものすがた）は (7)とよばれます。オタマジャクシは水の中で
生活し，(8)で呼

こ

吸
きゅう

します。オタマジャクシは成
せい

長
ちょう

し，やがて成体に (9)します。
成体は (10)と (11)で呼吸します。

受精卵

2つに分
かれる。

さらに分
かれ 4つ
になる。

さらに分
かれ 8つ
になる。

うしろあしが生える。オタマジャクシ 前あしが生える。 成体になる。

細かく
分かれる。

細長くなり，
尾ができてくる。

ふ化する。

尾
お

ヒキガエルのオタマジャクシは池やぬまなどの (14)にすみ，水の中の (15)

などを食べます。成体は (16)の (17)がある場
ば

所
しょ

にすみ，(18)などを食べます。

食べ物とすみか

ヒキガエルのオタマジャクシには (19)があります。成体にはえらはなく，
(20)があります。昆虫をつかまえるための長くのびる (21)をもちます。また，
からだ中のいぼから毒

どく

を出して身
み

を守
まも

ります。

からだのつくり

ヒキガエルは，冬になると (12)にもぐって
(13)します。

土の中

トノサマガエル ★☆☆
トノサマガエルは，田んぼや池などにすむカ
エルです。成

せい

体
たい

は (22)やほかの小さな (23)

を食べます。

トノサマガエルの卵
たまご

も，ほかのカエルのた
まごと同じように (24)のものに包

つつ

まれます。

ゼリー状
のもの

卵

カエルのおすは，めすが産
さん

卵
らん

する時
じ

期
き

になると大きな声で鳴きます（めすも小さな声で鳴きます）。
カエルはおもに夜間に活

かつ

動
どう

するため，鳴くのも夜です。
ヒキガエルは「クークークー」，トノサマガエルは「グルグルグル」，ウシガエルは「ブオー」という
声で鳴きます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

動物図鑑ドリル問題 12
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無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

両
生
類

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

両
生
類

セキツイ動物 両生類

イモリのなかまは，池や川などの (29)にすん
でいます。尾

お

などからだの一
いち

部
ぶ

が 失
うしな

われても，
もう一

いち

度
ど

生えてくることが知られています。イモ
リの成

せい

体
たい

は (30)や (31)を食べます。
イモリは冬になると陸

りく

上
じょう

の (32)や (33)で
(34)します。

土の中

冬眠のようす

イモリ ★☆☆

サンショウウオ ★☆☆

ウシガエルは，池や川の近くにすむカエル
です。からだがとても大きく，鳴き声も大き
くひびきます。成

せい

体
たい

は (25)やほかの (26)

を食べます。
ウシガエルは食用とするため日本に持

も

ちこ
まれた (27)です。もともと日本にいた動物
を食べてしまうため，問

もん

題
だい

となっています。

ウシガエル ★☆☆

アフリカツメガエルは，(28)にすむカエ
ルです。卵

たまご

がふ化
か

するまでの成
せい

長
ちょう

の観
かん

察
さつ

や
さまざまな実

じっ

験
けん

によく使
つか

われます。

アフリカツメガエル ★☆☆

カエルにはヒトのような耳はありません
が，目のうしろのあたりにこまくがあり，
そこで音を受

う

け取
と

ります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

こまくこまくウシガエル ヒキガエル

アフリカツメガエルのように，生
せい

命
めい

現
げん

象
しょう

の研
けん

究
きゅう

によく用
もち

いられる動
どう

物
ぶつ

や植
しょく

物
ぶつ

は「モデル生
せい

物
ぶつ

」と
よばれます。ほかに，ウニやイネ，マウス（ハツカネズミ）などがモデル生物としてよく実験に用い
られます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

イモリは，おすの出した精
せい

子
し

の入ったふくろをめすがからだの中に入れる，
(35)を行います。イモリの卵

たまご

は (36)のものに包
つつ

まれ，水の中やじめじめした
場
ば

所
しょ

に産
う

みつけられます。

ゼリー状のもの
幼生 成体えら

ふ化 変態
ようせい

　　 か へんたい

やがてあしが生える。卵

ほとんどのサンショウウオのなかまは，成
せい

体
たい

は (37)で生活します（オオサン
ショウウオは水の中で生活します）。成体はおもに (38)をしています。
サンショウウオは (39)です（種

しゅ

類
るい

によっては体
たい

内
ない

受
じゅ

精
せい

を行います）。卵
たまご

は池
や川などの水の中に産

う

みつけられます。

成体
卵 えら

やがてあしが生える。

幼生
ふ化 変態ようせい

　　 か へんたい



58 5958 59

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

は
虫
類

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

は
虫
類

セキツイ動物 は虫類

カメ ★★☆
カメのなかまは，大きな (1)

をもつのが特
とく

ちょうです。種
しゅ

類
るい

によっていろいろな場
ば

所
しょ

にす
んでいます。クサガメは，池や
川でよく見られる身

み

近
ぢか

なカメで
す。また，海にすむカメは「ウ
ミガメ」とよばれます。
カメは，おもに (2)に活

かつ

動
どう

します。

海にすむカメ 陸上にすむカメ
りくじょう

こうら

カメは (3)です。陸上にすむカメでも海にすむカメでも，めすは陸上の土に
穴
あな

をほり，その中に (4)におおわれた卵
たまご

を産
う

んで土をかけます。
卵が (5)し，出てきたばかりの子ガメは，小さくてもおとなと同じすがたです。

子ガメは (6)をくり返
かえ

し，大きく成
せい

長
ちょう

します。

成長のようす

ふ化（ウミガメの場合）
ば あい

卵土の中

土から出て，
海へ向かう。

子ガメ 海の中

カメは，冬になると (7)にもぐって (8)します（ウミガメの中には冬眠せず
暖
あたた

かい海に移
い

動
どう

するものもいます）。

カメは，種類によって動物や植物などいろいろなものを食べます。

食べ物

カメは背
せ

中
なか

の部
ぶ

分
ぶん

がかたい (9)でおおわれており，危
き

険
けん

が近づくとあしや首，
尾
お

をこうらにかくして身
み

を守
まも

ります。からだは (10)でおおわれています。

からだのつくり

トカゲのなかまは，木の上や土の中な
ど (11)にすみ，種

しゅ

類
るい

によって動物や植
物などいろいろなものを食べます。長い
尾
お

をもち，からだが (12)でおおわれて
います。
トカゲは (13)です。めすは (14)にお
おわれた卵

たまご

を産
う

みます。(15)したトカゲ
は (16)をくり返

かえ

して成
せい

長
ちょう

します。

トカゲ ★☆☆

カナヘビ ★☆☆

トカゲの多くは土などに穴
あな

をほってその中に卵を産みます。日本でよく見られるニホントカゲのめす
は，卵をふ化するまで守ります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

カナヘビのなかまは，草むらなど
(17)のいろいろな場

ば

所
しょ

にすんでいま
す。尾

お

が非
ひ

常
じょう

に長いのが特
とく

ちょうです。
カナヘビは (18)です。めすは (19)

におおわれた卵
たまご

を草の根
ね

元
もと

などに産
う

み
ます。(20)したカナヘビは (21)をく
り返
かえ

して成
せい

長
ちょう

します。

日本でよく見られるニホンカナヘビは，ニホントカゲとすがたがよく似
に

ていますが，ニホントカゲの
からだに光たくがあるのに対して，ニホンカナヘビのからだはざらざらとして光たくがありません。
ニホンカナヘビもニホントカゲも，おもに昼間に活

かつ

動
どう

します。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

動物図鑑ドリル問題 13
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無
セ
キ
ツ
イ
動
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昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

は
虫
類

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

は
虫
類

セキツイ動物 は虫類

ヤモリ ★☆☆
ヤモリのなかまは，人家や森林など，

(22)のいろいろな場
ば

所
しょ

にすみ，昆
こん

虫
ちゅう

などを食べます。ヤモリの多くはおもに
(23)に活

かつ

動
どう

します。

ヤモリは (24)です。めすが産
う

んだ卵
たまご

は (25)におおわれています。(26)し
たヤモリは (27)をくり返

かえ

して成
せい

長
ちょう

します。

成長のようす

ヤモリのからだは (28)でおおわれています。まぶたはありませんが，かわり
に目がとう明なうろこでおおわれています。ヤモリのあしの裏

うら

にはひだ状
じょう

のう
ろこがあり，そこに生えたとても細かい毛のはたらきによって，かべや天

てん

井
じょう

な
どにくっつくことができます。

からだのつくり

ワニのなかまは (29)で群
む

れをつくっ
て生活しています。野生のワニは日本に
はいません。とてもどうもうで，シカや
ヤギなど (30)をつかまえて食べます。
ワニのからだは大きく，うろこにおお
われています。大きな口にはたくさんの
(31)が生えています。

ワニ ★☆☆

ヘビ ★☆☆

は虫
ちゅう

類
るい

はふつう子
こ

育
そだ

てをしませんが，ワニの中には，産
さん

卵
らん

したあと卵
たまご

をふ化
か

するまで守
まも

るだけでは
なく，そのあと子育てをするものもいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ヘビのなかまは，陸
りく

上
じょう

や水中のいろ
いろな場

ば

所
しょ

にすみ，ネズミやカエルなど
(32)を食べます。種

しゅ

類
るい

によっては，(33)

をもつものもいます。
ヘビには (34)，からだをくねらせたり
のび縮

ちぢ

みさせたりして移
い

動
どう

します。からだ
は (35)でおおわれています。ヘビにはま
ぶたがありませんが，かわりに目がとう明
なうろこでおおわれています。

日本でよく見られるニホンヤモリは，人家にすみつきます。昔
むかし

から，ヤモリが家にいると不
ふ

幸
こう

をお
いはらって幸

こう

福
ふく

がおとずれるといわれてきたため，家を守
まも

るという意
い

味
み

で，ヤモリは漢
かん

字
じ

で「守宮」「家
守」などと書かれることがあります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ヤモリはイモリと名前がよく似
に

ていますが，ヤモリはは虫
ちゅう

類
るい

でイモリは両
りょう

生
せい

類
るい

なのです。
動
どう

物
ぶつ

の分
ぶん

類
るい

の問
もん

題
だい

で出
しゅつ

題
だい

されることがあるから，まちがえないようにするのですぞ。

ヘビやトカゲ，カナヘビの中には，卵がめすのからだの中でふ化する「卵
らん

胎
たい

生
せい

」のものもいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ヘビは (36)です。めすは (37)におおわれた卵
たまご

を産
う

みます。(38)したヘビ
は (39)をくり返

かえ

して成
せい

長
ちょう

します。
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類
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昆
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外
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物
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物

鳥
類

セキツイ動物 鳥類

ツバメ ★★☆
ツバメは冬の間は暖

あたた

かい (1)で過
す

ごし，春になると
日本にやってくる (2)です。(3)などに巣

す

を作っている
のがよく見られます。

(4)，ツバメのおすとめすが協
きょう

力
りょく

して巣を作り，めすは巣の中に (5)の卵
たまご

を産
う

みます。親ツバメは卵が (6)するまで (7)。2週間くらいで卵が (6)すると，親ツ
バメはひなに食べ物の (8)をあたえるなど (9)をします。

成長のようす

巣の中

卵

巣を作る。

産卵
さんらん

ひな
親ツバメ

1か月くらいでひなは自分で飛
と

べるようになって (10)します。巣立ってすぐ
のひなは自分でえさをとれないので，親がえさをあたえます。巣立ちした若

わか

い
ツバメは水

みず

辺
べ

に生えるアシのしげみをねぐらにし，
集
しゅう

団
だん

ですみます。
(11)になるとたくさんのツバメが電線に集

あつ

まり
ます。その年にうまれたツバメは飛ぶ練

れん

習
しゅう

をし，
(12)へわたる準

じゅん

備
び

をします。(13)には集団で南
の国へわたります。

ツバメのように，春から夏に日本にやってくる夏鳥には，
ほかにカッコウなどがいます。夏鳥は，冬の日本は寒

さむ

く，
食べ物である昆虫をつかまえられなくなるため冬の間は
暖かい場

ば

所
しょ

に移
い

動
どう

するのです。
カッコウは，ほかの種

しゅ

類
るい

の鳥の巣に自分の卵を産みつけ，
巣を作った親

おや

鳥
どり

に子育てをさせます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン
巣を作った親鳥

カッコウの
ひな

ほかの種類の
鳥の巣

ニワトリは，肉や卵
たまご

を食用とする
ために人間によってたくさん飼

し

育
いく

され
ている鳥です。おすの頭にはめすより
も (14)があります。
ニワトリはつばさをもちますが，う

まく飛
と

ぶことはできません。

おす：
大きなとさか めす：

小さなとさか

ニワトリ ★★☆

カラス ★☆☆

ニワトリなど，鳥
ちょう

類
るい

の卵は (15)にお
おわれています。
卵の中には，(16)

や (17) が あ り ま
す。卵黄の上にある
(18)が成

せい

長
ちょう

し，ひ
なになります。

カラザ：
卵黄を中心に固定する。

卵黄：はいが成長するための
　　　養分がたくわえられている。

はい（胚）：成長してひなになる。
はい

ようぶん

さいきん

こ てい

ふせ

たも

まも

から：かんそうを防ぐ。

卵白：はいをしょうげきから守る。
　　　卵内部の水分を保つ。
　　　細菌が入るのを防ぐ。

カラスのなかまは，人間のすむ所
ところ

の近くや
山などいろいろな場

ば

所
しょ

にすむ (19)で，1年中
日本で見られます。樹

じゅ

木
もく

などに巣
す

を作ります。
カラスは動

どう

物
ぶつ

の死
し

がいや植
しょく

物
ぶつ

，昆
こん

虫
ちゅう

，人間の
出した生ごみなどいろいろなものを食べます。
カラスは鳥

ちょう

類
るい

の中でもとても頭がよいとさ
れています。

日本でよく見られるカラスは，ハシブトガラスとハシボソガラスです。どちらも真
ま

っ黒なからだで，
すがたはよく似

に

ていますが，ハシブトガラスのほうが太いくちばしをもちます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

動物図鑑ドリル問題 14
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スズメは，田んぼや草むら，人間のすんでいる
所
ところ

の近くなどにすむ (27)です。(28)や (29)

などいろいろなものを食べます。
スズメは冬でも外でよく見られます。寒

さむ

いとき
は，スズメは (30)の間に (31)をたくさんふく
ませて，体

たい

温
おん

がうばわれないようにします。

スズメ ★☆☆
ハトのなかまは，公園や神

じん

社
じゃ

などでよく見ら
れるとても身

み

近
ぢか

な (20)です。(21)や (22)

などを食べます。
ハトは平

へい

和
わ

のシンボルとされます。

ハト ★☆☆

シジュウカラは森林などにすむ (23)です。
たまに街

まち

でも見られることがあります。
シジュウカラは，(24)や (25)，(26)など
いろいろなものを食べます。

シジュウカラ ★☆☆

シジュウカラやハト，カラス，ス
ズメなどのように 1年中日本に
いるのが「留鳥」です。一方，北
の国と南の国をわたるとちゅうの
春と秋に日本に立ち寄

よ

る「旅
たび

鳥
どり

」
がいます。旅鳥にはシギやチドリ
などがいます。
シギやチドリは水

みず

辺
べ

で昆虫やカ
ニ，貝

かい

などを食べます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

シギ チドリ

鳥
ちょう

類
るい

には歯
は

がないかわりに，かた
いくちばしがあります。くちばしの
形は種

しゅ

類
るい

によって異
こと

なり，それぞれ
の鳥の食べ物が食べやすいように
なっています。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

樹木の中の昆虫を
つつき出して食べる。
→細いくちばし

じゅもく

す

どうぶつ

ま
動物の肉を食べる。
→先が曲がった
　するどいくちばし

花のみつを吸う。
→細くて長い
　くちばし

魚をすくって食べる。
→ふくろのように
　なったくちばし

キツツキ タカ

ハチドリ ペリカン

スズメは植物の種子などが食べやすいように，
(32)くちばしをもちます。

するどい。
短い。
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カモ ★☆☆
カモのなかまは，(1)や (2)，(3)にすみ，水

すい

面
めん

を泳
およ

いだり水にもぐったりし
て (4)や (5)，(6)や (7)などいろいろなものを食べます。
カルガモなどは，1年を通して日本で見られる (8)です。マガモなど，秋か

ら冬にかけて北の国からわたってくる (9)もいます。

マガモのおすは，頭が緑
みどり

色
いろ

で (10)をしてい
ます。めすは茶色の (11)をしています。
マガモは水面にうく植物などをすくって食べる
ため，(12)くちばしをもちます。

からだのつくり

カワセミは，川や 湖
みずうみ

の近くなどにすむ (13)で
す。(14)くちばしと，(15)のからだが特

とく

ちょう
です。
カワセミは樹

じゅ

木
もく

の枝
えだ

の上などからえものをねら
い，水の中に飛

と

びこんで魚などの小さな (16)をつ
かまえ，食べます。

カワセミ ★☆☆

サギ ★☆☆
サギのなかまは，田んぼや川などでよく見られる

(17)です（地
ち

域
いき

によっては，冬
ふゆ

鳥
どり

である場
ば

合
あい

など
があります）。長いあしと首，くちばしが特

とく

ちょうで
す。サギには，シラサギやアオサギなどがいます。
サギはくちばしを水の中に入れ，(18)や (19)

など小さな動
どう

物
ぶつ

をつかまえて食べます。

アオサギ

マガモなどのように，秋から
冬にかけて北の国から日本に
わたってきて，春になると北
の国へわたる「冬鳥」には，
ほかにガンやハクチョウなど
がいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン ガン ハクチョウ

はばが
広い。

おす：緑色の頭をもつ
　　　はでなからだ

めす：
茶色のからだ

マガモのように，クジャクやキジもおすのほうがめすよりもはで
なすがたをしています。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

おす：
大きくて美しいはね

うつく

クジャク

おす：あざやかな
緑色のからだ

めす：
茶色のからだ

キジ

めす

サギやカモ，ツルなど，水
みず

辺
べ

で生活する鳥を「水
みず

鳥
どり

」とよぶことが
あります。水鳥の中には，カモのようにあしに水かきがついている
ものもいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

水かき

カワセミの名前には「セミ」がつくため昆
こん

虫
ちゅう

のセミのなかまだとまちがえやすいけれど，
鳥
ちょう

類
るい

なのです。よく覚
おぼ

えておくのですぞ。

動物図鑑ドリル問題 15
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ツル ★☆☆
ツルのなかまは，草などが生えた (20)場

ば

所
しょ

にす
む大きな鳥です。ツルの中でも，タンチョウは北

ほっ

海
かい

道
どう

で見られる (21)です。ほかに，冬に日本にやっ
てくる冬鳥の種

しゅ

類
るい

もあります。長いあしと首，くち
ばしが特

とく

ちょうです。ツルは昔
むかし

からえんぎがよい
動
どう

物
ぶつ

だとして親しまれてきました。
ツルは，(22)や (23)などいろいろなものを食

べます。

ペンギンやニワトリのよう
に，ダチョウもつばさを持

も

ち
ますが飛ぶことはできませ
ん。ダチョウはうしろ足が発

はっ

達
たつ

しており，速
はや

く走れます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン ダチョウ

タンチョウ

ペンギン ★★☆
ペンギンのなかまは，(24)の，南

なん

極
きょく

や南極に近い場
ば

所
しょ

に多く生
せい

息
そく

する鳥です。つばさが小さく，(25)が，
水の中をすばやく (26)。
ペンギンは水にもぐって (27)をつかまえ，食べます。

コウテイペンギン

ペンギンなどの鳥
ちょう

類
るい

は (28)です。めすは (29)に
おおわれた 卵

たまご

を産
う

みます。親は (30)するまで卵を
(31)，ふ化したあとも (32)をします。

成長のようす

ペンギンのひなのからだ
は，ふわふわとした (33)で
おおわれています。成

せい

長
ちょう

す
るとやがて羽毛が生えかわり
ます。おとなのペンギンの羽
毛は，からだから出る (34)

がぬられてあり，水をはじく
ようになっています。

からだのつくり

ウサギ ★★☆
ウサギのなかまは，草原や森林などにすみ，

(1)などを食べます。ペットとして，人間に
飼
し

育
いく

される場
ば

合
あい

もあります。

ウサギなどのほ乳
にゅう

類
るい

は (2)です。めすは (3)を産
う

みます。そのあと，めすは (4)

に (5)をあたえるなどして (6)をします。
ウサギは，春から秋は草原などで敵

てき

に見つからないように，からだの毛が (7)

です。雪の降
ふ

る地
ち

域
いき

では，冬になると (8)の毛にかわります。ウサギは (9)。

成長のようす

冬のすがた

ウサギのほかにも，キツネ
やニホンザルなどが冬眠せ
ず冬の間も活

かつ

動
どう

するため，
山などで見られます。
キツネは小さな動

どう

物
ぶつ

や植物
を食べる雑

ざっ

食
しょく

動
どう

物
ぶつ

です。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン キツネ

ウサギは (10)をもちます。また，(11)

が発
はっ

達
たつ

しており，大きくジャンプすることが
できます。
ウサギは (12)なので (13)が長く，また，

(14)が発達しています。

からだのつくり

消化管

もう腸

動物図鑑ドリル問題 16
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ウシは，草原などにすみ (15)を食べるか
らだの大きな動

どう

物
ぶつ

です。ウシには肉や乳
ちち

を食
用とするために人間によってたくさん飼

し

育
いく

さ
れている種

しゅ

類
るい

もいます。
ウシは (16)なので (17)が長く，体長の

(18)ほどもあります。ウシの胃
い

は (19)に
分かれています。一

いち

度
ど

胃に送
おく

られた食べも
のを口にもどしてかみ直し，再

ふたた

び胃に送る
(20)を行います。

ウシ ★☆☆

シカ ★☆☆
シカのなかまは，森林などにすみ，(21)な
どを食べます。(22)なので長い (23)をもち
ます。
多くの種

しゅ

類
るい

のシカは，成
せい

長
ちょう

したおすに (24)

が生えます。
シカは (25)，冬の間も活

かつ

動
どう

します。

①食べた草が口でだ液と混ざる。

⑤第 4胃で胃液が出される。

⑥小 腸で養分が吸収される。

④第 1胃，第 2胃を通って第 3胃へ送られ，
　水分が吸 収される。

③第 2胃から口へもどされ，かみ直される。

②第 1胃で微生物により発こうされる。

えき ま

い えき

ようぶん

きゅうしゅう

しょうちょう

び せいぶつ はっ

第 4胃
第 2胃

第 1胃 第 3胃
ウシの消化と吸収

だい

消化管

イノシシのなかまは，草原や森林にすみ，(26)，(27)などいろいろなものを
食べる (28)です。

イノシシ ★☆☆

ウマ ★☆☆
ウマのなかまは，力があって走るの
も速

はや

いため，昔
むかし

から人間を乗
の

せたり，
荷
に

物
もつ

を運
はこ

んだりする動
どう

物
ぶつ

として人間に
飼
し

育
いく

されてきました。
ウマは，(29)などを食べる (30)

です。(31)の長さは体長の (32)ほ
どもあります。

ウマやウシ，シカ，イノシシの足の先は「ひづめ」
といわれる厚

あつ

いつめでできています。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン ウマの
ひづめ

ウシの
ひづめ

イノシシが品
ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

され，家
か

畜
ちく

となったの
がブタです。ブタは肉を食用とするために人
間によってたくさん飼

し

育
いく

されています。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ウマの
前あし

ヒトの
うで

※うしろ
　あしも
　同じ。 手首

ひじ

ウマの前あしの先は，ヒトの中
なか

指
ゆび

に
当たる (33)でできています。
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リスのなかまは，森林などにすむからだの小さな動
どう

物
ぶつ

です。(1)などを食べま
す。
リスには，シマリスなどのように，(2)種

しゅ

類
るい

や，エゾリスなどのように，(3)

冬の間も活
かつ

動
どう

する種類がいます。

冬眠

シマリス エゾリス

リス ★☆☆

ネズミ ★☆☆
ネズミのなかまにはたくさんの種

しゅ

類
るい

がい
て，草原や森林，人家などいろいろな場

ば

所
しょ

に
すみます。(4)や (5)などいろいろなものを
食べます。

クマネズミ

冬眠するほ乳
にゅう

類
るい

には，シマリスのほかにヤマネや
コウモリなどがいます。これらの動物は冬眠してい
る間体

たい

温
おん

を気
き

温
おん

近くまで下げてからだのはたらきを
低
てい

下
か

させるため，春になり暖
あたた

かくなるまで目を覚
さ

ましません。
ヤマネは森林にすみ，昆

こん

虫
ちゅう

や植物を食べます。お
もに夜間に活動します。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

冬眠

ヤマネ

サルのなかまは，森林で木の上などにすみます。
世
せ

界
かい

中
じゅう

にたくさんの種
しゅ

類
るい

がいますが，日本に生
せい

息
そく

しているのは「ニホンザル」です。ニホンザル
は山で (6)をつくって生活し，(7)や (8)など
いろいろなものを食べる (9)です。
ニホンザルは (10)，冬の間も活

かつ

動
どう

します。

ニホンザル

サル ★☆☆

タヌキ ★☆☆
タヌキは，森林にすみ，魚や昆

こん

虫
ちゅう

など (13)

や (14)などいろいろなものを食べる (15)で
す。おもに (16)に活

かつ

動
どう

します。

タヌキは人間がすむ所
ところ

に近い場
ば

所
しょ

にもすんでおり，人
間が出した食べ物

もの

の残
のこ

りや，畑
はたけ

の作
さく

物
もつ

を食べにくるこ
とがあります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

背骨 頭骨

骨ばん

せ ぼね とうこつサルの骨
こっ

格
かく

はヒトと似
に

ていますが，(11)のあ
しで歩くためヒトより (12)が小さく，手をよく
使
つか

うため手の骨
ほね

がしっかりしています。また，う
しろあしの足首から先の骨が発

はっ

達
たつ

しており，もの
をつかむことができます。

タヌキと似
に

たすがたのアライグマは，ペットとし
て外国から日本に持

も

ちこまれ，マングースはハブ
（毒

どく

をもつヘビ）を退
たい

治
じ

するために，外国から沖
おき

縄
なわ

に持ちこまれて山にすみつきました。これらの
外
がい

来
らい

種
しゅ

は，もともと山にすんでいた動物を食べて
しまうなどして生き物の数のつり合いをこわして
しまうため，問

もん

題
だい

となっています。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

マングース

アライグマ

動物図鑑ドリル問題 17
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イヌは，昔
むかし

から人間に飼
し

育
いく

されてきたとて
も身

み

近
ぢか

な動
どう

物
ぶつ

です。イヌはもともと (17)です
が，植

しょく

物
ぶつ

を食べることもあります。

イヌ ★☆☆

クマ ★☆☆
クマのなかまの多くは (18)にすみ，(19)や (20)，(21)などを食べる (22)

です。クマの中でも，ホッキョクグマは (23)の近くの陸
りく

地
ち

や 氷
こおり

の上にすみ，
魚やアザラシなどを食べます。日本にすむクマは 2種

しゅ

類
るい

です。北
ほっ

海
かい

道
どう

にはヒグ
マが，本

ほん

州
しゅう

から四
し

国
こく

にはツキノワグマがすんでいます。
クマは (24)します。ただし，あまり
体
たい

温
おん

が下がらず眠
ねむ

っているのと近い状
じょう

態
たい

であるため，わずかな音でも目
め

覚
ざ

めま
す。「冬ごもり」ともいいます。
めすのクマは冬眠中に子を産

う

み，何も
食べずに子に (25)をあたえて育

そだ

てます。

めす

子

クマのなかまは，受
じゅ

精
せい

してから受
じゅ

精
せい

卵
らん

が着
ちゃく

床
しょう

するまでに時間が
かかり，着床してから受精卵が成

せい

長
ちょう

する期間が短
みじか

くなっていま
す。そのため，小さな子を産みます。
クマのなかまのパンダは，からだに白色の毛と黒色の毛の特

とく

ちょ
う的
てき

な模
も

様
よう

がありますが，うまれたばかりのとても小さな子は毛
が生えておらず，ピンク色をしています。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン パンダ

めす

子

ネコは，昔
むかし

から人間に飼
し

育
いく

されてきたとて
も身

み

近
ぢか

な動
どう

物
ぶつ

です。ネコは (26)なので消
しょう

化
か

管
かん

は短
みじか

く，体長の (27)ほどです。

ネコ ★☆☆

コウモリのなかまは，森林などで樹
じゅ

木
もく

の穴
あな

にすんだり，どうくつにすんだ
りしています。人間のすむ建

たて

物
もの

にす
みついていることもあります。おもに
(28)に活

かつ

動
どう

します。
コウモリは種

しゅ

類
るい

によって (29)や
(30)などいろいろなものを食べま
す。また，コウモリは (31)します。
コウモリの前あしは (32)のように

なっているため，空を飛
と

ぶことができ
ます。
コウモリは (33)（人間には聞こえ
ない高い音）を出してえものを探

さが

しま
す。

冬眠

コウモリ ★☆☆

ひじ

手首

コウモリ
の前あし

ヒトの
うで

コウモリは空を飛ぶことができますが，ほ乳
にゅう

類
るい

なのです。鳥
ちょう

類
るい

とまちがえないように，
入
にゅう

試
し

問
もん

題
だい

では注
ちゅう

意
い

するのですぞ。
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シマウマはウマのなかまで，アフリカの草原
などで，(1)をつくって生活しています。から
だには，特

とく

ちょう的
てき

な (2)があります。このため，
群れをつくっていると敵

てき

から1匹
ぴ き

1匹が見分け
にくいといわれています。
シマウマは (3)などを食べる (4)です。

シマウマ ★☆☆

キリン ★☆☆
キリンは，アフリカの草原などにすむ背

せ

の
高い動

どう

物
ぶつ

です。長い首をもつことでよく知ら
れています。
キリンは長い首をのばし，(5)を食べる

(6)です。

キリンやシカなどの草食動物は，常
つね

に肉食動物にね
らわれています。そのため，肉食動物からにげやす
いように，うまれたばかりの子はすぐに立って歩く
ことができます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ライオンは，アフリカの草原などにす
み，群

む

れをつくって生活しています。シ
カやシマウマなどの (11)をとらえて食
べます。おもに (12)に活

かつ

動
どう

します。
ライオンのおすには特

とく

ちょう的
てき

な
(13)が生えています。

おす：
たてがみ

めす

ライオン ★☆☆

トラ ★☆☆
トラのなかまは，アジアの森林などに

すみ，シカやイノシシなどの (7)をと
らえて食べる (8)です。おもに (9)に
活
かつ

動
どう

します。
トラのからだには，特

とく

ちょう的
てき

な黒色
の (10)があります。

ライオンは，おもに何
なん

匹
びき

かのめすが協
きょう

力
りょく

してえもの
をとらえます。おすは，群れをほかのライオンや敵

てき

か
ら守
まも

ります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

消化管ライオンは，(14)なので消
しょう

化
か

管
かん

が短
みじか

く，
体長の (15)ほどです。

ライオンやネコなどの肉食動物とウマやウシなどの草食動物では，消化管の長さのちがい以
い

外
がい

にもか
らだのつくりにちがいがあります。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ライオンなどの肉食動物は
目が顔の前のほうについて
いて，えものまでの距

きょ

離
り

を
正確にはかることができま
す。ウマなどの草食動物は
目が顔の横のほうについて
いて，広いはん囲

い

を見わた
すことができます。
また，肉食動物は，ほかの
動物をとらえ，肉をかみ切
るために，犬

けん

歯
し

というする
どい歯

は

が発
はっ

達
たつ

しています。
きゅう歯（ 臼

きゅう

歯
し

）は肉を
細かくするためにぎざぎざ
です。草食動物は，植物を
かみ切るための門

もん

歯
し

と，植
物をすりつぶすためのきゅ
う歯が発

はっ

達
たつ

しています。
きゅう歯は平

たい

らです。

肉食動物（ライオン）

前

後ろ

草食動物（ウマ）
見えるはん囲

草食動物（ウマ）

門歯
きゅう歯：平らきゅう歯：ぎざぎざ

犬歯

肉食動物（ネコ）
ほね

頭の骨

動物図鑑ドリル問題 18
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クジラは海の水の中にすみま
すが，えら呼

こ

吸
きゅう

ではなく肺
はい

呼
こ

吸
きゅう

を行います。空気中の
酸
さん

素
そ

を取
と

りこむ必
ひつ

要
よう

があるの
で，ときどき水

すい

面
めん

に頭の上の
ほうを出し，そこにある鼻

はな

の
穴
あな

で息
いき

つぎをします。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

マッコウクジラ シロナガスクジラ

鼻の穴 鼻の穴

クジラ ★★☆
クジラのなかまは，(16)に
すみ，(17)や小さな (18)な
どを食べる (19)です。水

すい

温
おん

に
よって海の広いはん囲

い

を移
い

動
どう

（(20)）します。

マッコウクジラ

クジラなどのほ乳
にゅう

類
るい

は (21)です。クジラのめすは (22)を (23)に産
う

みます。
そのあとしばらくは，めすと (24)はくっついて泳

およ

ぎ，めすは (24)に (25)を
あたえるなどして子

こ

育
そだ

てをします。

成長のようす

クジラはからだがとても大きく，種
しゅ

類
るい

によっては 30 mほどになるものも
います。前あしは (26)のようになっ
ており，海を泳ぐのに役

やく

立
だ

っています。
うしろあしは見られません（骨

こっ

格
かく

を見
れば，骨

こつ

ばんのなごりがあるものもい
ます）。

からだのつくり

ひじ

手首

クジラの
前あし

ヒトの
うで

シャチも，イルカと同じようにハクジラのなかまです。
海の水の中にすみ，魚や，アザラシなどほかのほ乳

にゅう

類
るい

を食べます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

シャチ

イルカ ★☆☆
クジラのなかまは，ヒゲクジラとハクジ
ラの 2つに大きく分かれますが，ハクジ
ラの中でもからだの小さな種

しゅ

類
るい

はイルカと
よばれます。
イルカのなかまは (27)にすみ，(28)

や小さな (29)などを食べます（種類に
よっては川の水の中などにすむものもいま
す）。

ハンドウイルカ
（バンドウイルカ）

クジラやイルカ，シャチは，水の中にすむことやからだの形から，魚
ぎょ

類
るい

だとまちがえやす
いのです。入

にゅう

試
し

問
もん

題
だい

でこれらの性
せい

質
しつ

などを問
と

われたら，ほ乳
にゅう

類
るい

の性質を選
えら

ぶようにする
のですぞ。



80 8180 81

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

ほ
乳
類

無
セ
キ
ツ
イ
動
物 

昆
虫
類

昆
虫
以
外
の
無
セ
キ
ツ
イ
動
物

セ
キ
ツ
イ
動
物

ほ
乳
類

セキツイ動物 ほ乳類

ヒト ★★★

尺骨

頭骨
とうこつ

背骨
せ ぼね

しゃっこつ

骨
ば
ん

ろ
っ
骨

大たい骨

とう骨

上
わ
ん
骨

けい骨
ひ骨

なん骨

たくさんの骨が
ぴったり合わさっ
ている。

似た形の骨がなん骨（や
わらかい骨）をはさんで
つながっている。

関節のつくり

じん帯：骨と骨を
　　　　結ぶ。

なん骨：骨の先を
　　　　守る。

かつ液：骨のすべりを
　　　　よくする。

たい

むす

まも

えき

に

骨と骨をつなぐ部分のうち，
かた，ひじ，ひざなどよく動
く部分には関節がある。

ぶ ぶん

かんせつ

ヒトのからだの中には (1)の骨
ほね

があり，それらが組み合わされた (2)でから
だを支

ささ

えています。

骨格と筋肉

骨には (3)という筋
きん

肉
にく

がつい
ています。筋肉が (4)して骨を動

うご

かします。心
しん

臓
ぞう

は (5)，心臓以
い

外
がい

の内
ない

臓
ぞう

は (6)という筋肉ででき
ています。

(7)は自分の意
い

思
し

で動かすこ
とができますが，(8)と (9)は
自分の意思では動かすことがで
きません。

縮む

ゆるむ

けん：
骨と筋肉をつなぐ。

縮む

ゆるむ

のばすときうでを曲げるとき
けん

ま

ヒトなどのセキツイ動物は，からだの中に骨格がありからだを支えています。これを「内
ない

骨
こっ

格
かく

」とい
います。昆

こん

虫
ちゅう

類
るい

や甲
こう

かく類
るい

などの節
せっ

足
そく

動
どう

物
ぶつ

は，からだの外にかたいからなどがありからだを支えて
います。これを「外

がい

骨
こっ

格
かく

」といいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ヒトが鼻
はな

や口から吸
す

った空気は (10)・(11)

を通って (12)に送
おく

られます。肺は (13)という
小さな (14)が集

あつ

まってできています。空気中の
(15)が肺ほうにある (16)に取

と

りこまれ，血
けつ

液
えき

中
ちゅう

の (17)が (16)から外に出されます。
肺には (18)ので，肺自体でふくらんだり縮ん
だりできません。息

いき

を吸うときは，横
おう

かくまくが
(19)ろっ骨が (20)，肺の体

たい

積
せき

が大きくなりま
す。息をはくときは，横かくまくが (21)ろっ骨
が (22)，肺の体積が小さくなります。

呼吸

血液は血管を通り，からだにいきわたります。血管には (23)，(24)，(25)

の 3種
しゅ

類
るい

があります。

血液の流れ

肺ほう

毛細血管

空気
気管

気管支横かくまく

囗

鼻

肺

拡大
かく
だい

・かべが厚い。
　→やぶれにくい。

心臓から出る
血液が通る。

心臓へもどる
血液が通る。

動脈と静脈
をつなぐ。

・かべがうすい。
・弁がついている。
　→血液が逆流しない。

・非常に細い。

あつ

ぎゃくりゅう

弁
べん

ひじょう

動脈 静脈 毛細血管

(26)はポンプのような役
やく

割
わり

をして，全
ぜん

身
しん

に血液をいきわたらせます。

大動脈大静 脈
肺動脈

肺静 脈

左心ぼう
右
心
ぼ
う

う
し
ん

左心室

弁

右心室

だいどうみゃく
だいじょうみゃく

はいどうみゃく

はいじょうみゃく

さ しん

さ しんしつ

う しんしつ

正面から見た心臓のようす
全身
から

二酸化炭素を多く
　　　ふくむ血液

酸素を多く
ふくむ血液

肺へ

肺から
全身へ

動物図鑑ドリル問題 19
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ヒトの血液は，ヘモグロビンを多くふくみ酸素を
運
はこ

ぶ (27)と，からだの中に入ってきた細
さい

菌
きん

を食べ
て分

ぶん

解
かい

する (28)，出血時に血液を固
かた

めて血を止める
(29)，二酸化炭素や養

よう

分
ぶん

，不
ふ

要
よう

になったものを運ぶ
(30)（液

えき

体
たい

）からなります。それらは (31)で作ら
れます。

ヒトが食べたものは，(32)（(33)→
(34)→ (35)→ (36)→ (37)→ (38)

→ (39)）を通って排
はい

出
しゅつ

されます。消化
管からは養分をからだに 吸

きゅう

収
しゅう

できる
ように分解するための (40)が出されま
す。それぞれの消化液にふくまれる消化
こう素

そ

が (41)を分解します。
食べ物にふくまれるおもな養分は

(42)・(43)・(44)の 3つです。それ
らは下のように分解されます。

消化・吸収

血液の
ようす

血小板 白血球

血しょう
（液体）

赤血球

食べ物が
通る道すじ

食道

大腸

肛門

胃…胃液

すい臓
　…すい液

口…だ液肝臓…たん汁
　　（たん液）

かんぞう　　　　　　じゅう

ぞう

えき

えき

ちょうえき
えき

い えき

小腸…腸液

便

十二指腸

※赤字は消化液
　を表す。

べん

炭水化物（でんぷん）

たんぱく質

しぼう

エネルギーの
もとになる。

からだをつくる
材料になる。

エネルギーの
もとになる。

だ液
（アミラーゼ）

腸液
（マルターゼ）

すい液
（アミラーゼ）

すい液
（マルターゼ）

でんぷん 麦芽糖
ばく が とう とう

さん

さん

ブドウ糖

※かっこ内は，消化
　こう素を表す。

胃液（ペプシン） 腸液（エレプシン）

すい液
（トリプシン）

たんぱく質 ペプトン アミノ酸

たん汁
・
すい液

（リパーゼ）

しぼう しぼう酸

モノグリセリド

コメ，ムギ，
イモなどに
ふくまれる。

肉，魚，牛 乳，
卵，ダイズなどに
ふくまれる。

バター，肉のあぶら
身，ゴマ，ラッカセ
イなどにふくまれる。

ぎゅうにゅう

たまご

み

ざいりょう

消化された養分
は，(45)でからだ
の中に吸収されま
す。その残

のこ

りは (46)

に運ばれ，(47)が
吸収されます。

からだのはたらきによってアミノ酸が分解されてで
きる (48)は，有

ゆう

毒
どく

であるため (49)で毒
どく

性
せい

のない (50)

にかえられます。
(50)は血液にとけて (51)に運ばれます。じん臓で血
液は毛細血管から出され，その中からからだに必

ひつ

要
よう

なもの
が再

ふたた

び血液の中に吸収されて残りが (52)となり，ぼうこ
うにためられたあと，やがてからだの外に出されます。

排出

拡大

じゅう毛

拡大

ひだ 毛細血管：糖，アミノ酸を吸収

リンパ管：しぼう酸，グリ
　　　　　　セリンを吸収小腸

じん臓

輸尿管
ぼうこう

尿道
にょうどう

ゆ にょうかん

皮
ひ

ふにある (53)では，まわりの毛細血管から不
ふ

要
よう

物
ぶつ

がこし出されて汗
あせ

が作ら
れます。汗は (54)するときにからだの (55)ので，暑

あつ

いときに出ます。寒
さむ

いと
きは (56)が立ち，汗せんがしまって汗が出ません。

ヒトは目で光を，耳で音・からだのかたむき・回
かい

転
てん

を，鼻でにおいを，口で味
を，皮ふで痛

いた

み・圧
あつ

力
りょく

・冷
つめ

たさ・あつさを感
かん

じとります。

感覚器官

目の断面図

角まく

ひとみ

こうさい

毛様体

チンチン小帯チン小帯
しょうたいしょうたいしょうたい

もうまく：
　像がうつる。

だんめん ず
ぞう

もうようたい し しんけい

のう

ガラス体

も
う
点

視神経：
光のしげきを
脳に伝える。

レンズ：レンズ：
光が通る。光が通る。
レンズ：
光が通る。

耳かく：耳かく：
音を集める。音を集める。
耳かく：
音を集める。

こまく：音(=空気のふるえ)によって
　　　 ふるえる。

外耳 中耳 内耳

外耳道

耳小骨：こまくのふるえを
　　　　大きくする。

半規管

前庭前庭前庭
うずまき管：
音のしげきを
受ける。

ちょう神経
(束になっている)：
音のしげきを脳に
伝える。

耳のつくり
じ じ しょうこつ

き かん

たば

のう

はん

ぜんぜん

ない じがい じ ちゅう じ

ていていぜん てい

かん

目では，近くを見るときは (57)が (58)，遠くを見るときは (57)が (59)な
ります。また，まわりが明るいと (60)が (61)，暗

くら

いと (60)が (62)なります。
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イ
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物
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イ
動
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ほ
乳
類

ヒトは 10～13さいくらいから男
女でからだのつくりにちがいが出

で

始
はじ

め
ます。
男
だん

性
せい

は骨や筋肉が発
はっ

達
たつ

して (63)か
らだつきになり，(64)で (65)が作
られます。女

じょ

性
せい

は胸
むね

がふくらみ (66)

からだつきになり，(67)では約
やく

28

日に1度，(68)（卵
らん

子
し

）が (69)に
出されます（(70)）。
(65)は (71)に入ると (72)に

移
い

動
どう

し，(70)された (68)と (73)

します。1つの卵と受精するのは 1

つの精子だけです。受精卵は子宮に
移動し，やがて (74)します。その
部分に受精卵と母親の毛細血管が集
まって (75)が作られます。受精卵
は下のように成

せい

長
ちょう

し，誕
たん

生
じょう

します。

誕生

【男性の生しょく器】
卵管精のう

精巣

卵巣

子宮

【女性の生しょく器】
き

せい

心臓が動いて
血液が流れ
始める。

②約 4週間後①受精直後

約 6mm

2つに分かれる。 細かく分かれる。

目や耳ができ，手
や足の形がはっき
りしてくる。から
だを動かし始める。

手足の筋肉が発達し，
からだをよく動かす。
男性か女性かが見た目
でわかるようになる。

③約 9週間後 ④約 20週間後

約 4cm 約25cm

たい児は母親の
骨ばんの中に頭
を入れて，うま
れる準備をする。

　　　誕生
身長：約 50cm

体重：約 3000g

⑤約 38週間後

約50cm

身長 身長

じ

じゅん び

卵：約0.1～0.2mm

精子：約0.06mm

受精卵

卵に入る。

着床する。

受精する。

赤ちゃんはうまれてすぐに (76)を上げ，(77)を始めます。1さいくらいに
なるまでは (78)を飲んで成

せい

長
ちょう

します。
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